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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　主構造物と前記主構造物を支持する支持構造物との間に配置され、前記主構造物と前記

支持構造物との間に生じた相対変位を抑制しつつ、該主構造物の設置箇所と該支持構造物

の設置箇所とのうちの少なくとも一方の損傷を防止する損傷制御型変位抑制装置において

、

　前記損傷制御型変位抑制装置が、前記主構造物と前記支持構造物とのうちのいずれか一

方に設置される第１抑制部材と、前記主構造物と前記支持構造物とのうちのいずれか他方

に設置される第２抑制部材とを有し、

　前記第１抑制部材が、前記主構造物と前記支持構造物とのうちのいずれか一方に固定さ

れる第１固定プレートと、前記第１固定プレートから上下方向へ延びる塑性変形可能な可

変ロッドと、前記可変ロッドの頂部に位置するヘッドプレートとから形成され、前記第２

抑制部材が、第１幅方向及び前記第１幅方向と交差する第２幅方向へ開口する第１開口を

有して前記主構造物と前記支持構造物とのうちのいずれか他方に固定される第２固定プレ

ートと、前記第２固定プレートの下部であって前記第１開口から該第２固定プレートの径

方向内方へ延びるフランジと、前記ヘッドプレートを位置させる第２開口を有し、前記第

１開口に位置しつつ前記フランジに支持されて前記第１幅方向へスライド可能なスライド

プレートとから形成され、

　前記第２固定プレートが、前記第１開口を囲繞して前記スライドプレートの両外端面か

ら前記第２幅方向へ所定寸法離間する両内端面と、前記第１開口を囲繞して前記スライド
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プ レ ー ト の 両 外 側 面 か ら 前 記 第 １ 幅 方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 す る 両 内 側 面 と を 備 え 、 前 記 ス ラ

イ ド プ レ ー ト が 、 前 記 第 ２ 開 口 を 囲 繞 し て 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 か ら 径 方 向 外 方 へ

所 定 寸 法 離 間 す る 内 周 面 を 備 え 、

　 前 記 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 前 記 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 前 記 ス ラ イ

ド プ レ ー ト が 前 記 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 前 記 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し

て 前 記 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 と 、 前 記 主 構 造 物 と 前 記 支 持

構 造 物 と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 前 記 ス ラ イ ド プ

レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し て 前 記 相 対 変 位 を 抑 制 し つ つ 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外

周 面 が 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 し て 前 記 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 前 記 主 構 造 物

の 設 置 箇 所 と 前 記 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 該 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 該

支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 前 記 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変

形 し 、 該 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 該 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷

を 防 止 す る 損 傷 防 止 機 能 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 が 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 前 記 主 構 造

物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 前 記 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面

の 間 に お い て 前 記 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 前 記 自 由 熱 膨 張 又 は 前 記 自 由 熱 収 縮 に よ る 前

記 主 構 造 物 の 温 度 に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置

。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 が 、 所 定 の 振 動 に よ っ て 前 記 主 構 造 物 と 前 記 支 持 構 造 物 と の 間

に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 前 記 第 ２ 固 定 プ レ

ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 前 記 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 該 主 構 造 物 と 該 支 持 構 造 物 と

の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 損 傷 制 御 型

変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 前 記 主 構 造 物 と 前 記 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対 変 位 が 生

じ た と き に 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当

接 し 、 前 記 可 変 ロ ッ ド が 繰 り 返 し 変 形 す る こ と で 、 前 記 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ

つ 該 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ い ず れ か に

記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 橋 梁 に 設 置 さ れ 、 前 記 橋 梁 の 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と

の 間 に 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内

周 面 に 部 分 的 に 当 接 し て 前 記 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 前 記 橋 梁 の 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持

構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 前 記 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し て 該 橋 梁 の 落 下 を 防

止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑

制 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 前 記 主 構 造 物 と 前 記 支 持 構 造 物 と の 間 に 想 定 以 上 の 大

き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部

分 的 に 当 接 し て 前 記 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 前 記 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 前 記 支 持 構 造 物 の 設

置 箇 所 と に 伝 わ り 、 前 記 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し た と し て も 、 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の

発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有 す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ い ず れ か に 記 載 の 損 傷

制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 可 変 ロ ッ ド の 変 形 耐 力 が 、 あ ら か じ め 想 定 さ れ る 通 常 の 前 記 相 対 変 位 を 抑 制 す る た

め に 必 要 な 変 形 耐 力 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る と と も に 、 前 記 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 前 記

支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 耐 力 よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る 請

求 項 １ な い し 請 求 項 ６ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。
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【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 第 １ 幅 方 向 が 、 前 記 主 構 造 物 が 最 大 に 寸 法 変 化 す る 方 向 で あ る 請 求 項 １ な い し 請 求

項 ７ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 可 変 ロ ッ ド が 、 円 柱 状 に 成 形 さ れ 、 前 記 第 １ 固 定 プ レ ー ト と 前 記 可 変 ロ ッ ド と が 、

一 体 に 成 形 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ８ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置

。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 前 記 可 変 ロ ッ ド が 延 び る 部 位 に は 、 前 記 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 下

面 か ら 上 面 に 向 か っ て 該 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 上 下 面 間 の 厚 み 寸 法 で 凹 む 凹 部 が 形 成 さ れ て

い る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ９ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 平 面 形 状 が 、 真 円 に 成 形 さ れ 、 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 第 ２ 開 口

が 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト よ り も そ の 直 径 が 大 き い 真 円 に 成 形 さ れ 、 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト

の 平 面 形 状 が 、 矩 形 に 成 形 さ れ 、 前 記 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 第 １ 開 口 が 、 前 記 ス ラ イ ド プ レ

ー ト を 収 容 可 能 で あ っ て 前 記 第 １ 幅 方 向 へ 長 い 矩 形 に 成 形 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し 請 求

項 １ ０ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 が 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面

の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 よ り も 長 く 、 前 記 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 端 面 及 び 両 内 側 面 の 上 下

方 向 の 長 さ 寸 法 が 、 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 両 外 端 面 及 び 両 外 側 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法

よ り も 長 い 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ １ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と の う ち の 少 な く と も 一

方 に は 、 弾 性 変 形 可 能 な 弾 性 部 材 が 固 着 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ ２ い ず れ か に

記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 可 変 ロ ッ ド が 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト に つ な が る 前 記 頂 部 と 、 前 記 第 １ 固 定 プ レ ー ト

に つ な が る 底 部 と 、 前 記 頂 部 及 び 前 記 底 部 の 間 に 延 び る 中 間 部 と を 有 し 、 そ の 直 径 が 前 記

頂 部 か ら 前 記 底 部 に 向 か っ て 次 第 に 大 き く な る 末 広 が り に 成 形 さ れ 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト

の 直 径 が 、 前 記 可 変 ロ ッ ド の 頂 部 の 頂 端 の 直 径 よ り も 大 き く 、 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト が 、 前

記 可 変 ロ ッ ド の 頂 部 か ら 径 方 向 外 方 へ 延 出 し て い る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ ３ い ず れ か に

記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 下 面 と 前 記 フ ラ ン ジ の 上 面 と の う ち の 少 な く と も 一 方 に は 、 該

ス ラ イ ド プ レ ー ト と 該 フ ラ ン ジ と の 間 の 摩 擦 力 を 軽 減 す る 滑 り 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 請

求 項 １ な い し 請 求 項 １ ４ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と 前 記 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と の 間 の 離 間 寸 法 が 、 １

～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ ５ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑

制 装 置 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 一 方 の 外 側 面 と 前 記 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 一 方 の 内 側 面 と の 離 間

寸 法 が 、 ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ り 、 前 記 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 他 方 の 外 側 面 と 前 記 第 ２

固 定 プ レ ー ト の 他 方 の 内 側 面 と の 離 間 寸 法 が 、 ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 請 求 項 １ な い

し 請 求 項 １ ６ い ず れ か に 記 載 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 主 構 造 物 と 主 構 造 物 を 支 持 す る 支 持 構 造 物 と の 間 に 配 置 さ れ る 損 傷 制 御 型 変
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位 抑 制 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 凸 部 材 及 び 凹 部 材 を 備 え 、 橋 台 や 橋 脚 等 の 支 持 躯 体 と そ の 上 に 支 承 に よ っ て 支 持 さ れ て

い る 橋 桁 と の 間 の 支 持 空 間 に 設 置 さ れ 、 橋 桁 と 支 持 躯 体 と の 水 平 方 向 の 相 対 変 位 又 は そ の

水 平 方 向 及 び 鉛 直 方 向 上 方 へ の 相 対 変 位 を 制 限 す る 変 位 制 限 装 置 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許

文 献 １ 参 照 ） 。 変 位 制 限 装 置 の 凸 部 材 は 、 固 定 プ レ ー ト と 固 定 プ レ ー ト か ら そ れ と 鉛 直 方

向 に 突 出 す る ス ト ッ パ ー と を 有 し 、 支 持 空 間 の 側 方 か ら 支 持 空 間 内 に 配 置 し て 橋 桁 と 支 持

躯 体 と の い ず れ か 一 方 に 固 定 さ れ る 。 変 位 制 限 装 置 の 凹 部 材 は 、 ２ 以 上 の 分 割 体 を 有 す る

。 凹 部 材 の そ れ ら 分 割 体 は 、 ス ト ッ パ ー の 外 周 の 一 部 を 囲 う こ と の で き る 収 容 壁 と そ の 内

側 の 収 容 凹 部 と を 備 え 、 支 持 空 間 に そ の 側 方 か ら 個 別 に 配 置 し て 橋 桁 と 支 持 躯 体 と の い ず

れ か 他 方 に 固 定 さ れ る こ と に よ っ て ス ト ッ パ ー の 外 周 を ２ 以 上 の 分 割 体 で 囲 う こ と が 可 能

で あ る 。 分 割 体 の 収 容 凹 部 は 、 ス ト ッ パ ー の 外 周 を 囲 う こ と に よ っ て ス ト ッ パ ー の 外 周 面

と 分 割 体 の 収 容 壁 の 内 周 面 と の 間 に 隙 間 が で き る 広 さ を 有 す る 。 ２ 以 上 の 分 割 体 を 配 置 固

定 し た 凹 部 材 と そ の 凹 部 材 で 囲 ま れ る ス ト ッ パ ー と は 、 橋 桁 と 支 持 躯 体 と の 水 平 方 向 又 は

水 平 方 向 及 び 鉛 直 方 向 上 方 へ の 相 対 変 位 発 生 時 に 衝 突 し て そ の 相 対 変 位 を 制 限 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － １ ８ ４ ５ ６ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 前 記 特 許 文 献 １ に 開 示 の 変 位 制 限 装 置 は 、 た と え ば 、 地 震 が 発 生 し 、 地 震 の 揺 れ に よ っ

て 支 持 躯 体 と 橋 桁 と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 凹 部 材 の 内 側 に 設 置 さ れ た ス ト ッ パ

ー が 収 容 壁 に 衝 突 す る こ と で 凸 部 材 の 移 動 が 制 限 さ れ 、 そ れ に よ っ て 支 持 躯 体 と 橋 桁 と の

相 対 変 位 を 制 限 す る こ と が で き る 。 し か し 、 凸 部 材 又 は 凹 部 材 の 一 方 を 設 置 し た 支 持 躯 体

の 設 置 箇 所 の 損 傷 耐 力 よ り も ス ト ッ パ ー の 変 形 耐 力 が 高 く 、 凸 部 材 又 は 凹 部 材 の 他 方 を 設

置 し た 橋 桁 の 設 置 箇 所 の 損 傷 耐 力 よ り も ス ト ッ パ ー の 変 形 耐 力 が 高 い 場 合 、 ス ト ッ パ ー が

凹 部 材 の 収 容 壁 に 衝 突 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 支 持 躯 体 の 設 置 箇 所 や 橋 桁 の 設 置 箇 所 に

伝 わ っ た と き に 、 そ の 外 力 に よ っ て 支 持 躯 体 の 設 置 箇 所 や 橋 桁 の 設 置 箇 所 が 損 傷 （ ゆ が み

や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） す る 場 合 が あ る 。 支 持 躯 体 の

設 置 箇 所 や 橋 桁 の 設 置 箇 所 が 損 傷 す る と 、 そ の 復 旧 に 時 間 を 要 し 、 橋 の 通 行 が 長 期 間 に わ

た っ て 制 限 さ れ 、 緊 急 車 両 や 支 援 物 資 の 輸 送 車 両 等 の 通 行 が で き ず 、 震 災 地 域 の 救 助 活 動

や 震 災 地 域 の 復 興 の 妨 げ と な っ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 温 度 変 化 （ 温 度 の 上 昇 や 温 度 の 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 が 橋 桁 に

生 じ た と き に 、 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 の 長 手 方 向 の 寸 法 が 変 化 し 、 橋 桁

の 長 手 方 向 の 寸 法 変 化 に よ っ て ス ト ッ パ ー が 収 容 壁 に 衝 突 す る 場 合 が あ り 、 そ の 状 態 で 地

震 が 発 生 す る と 、 変 位 制 限 装 置 が 地 震 発 生 時 の 揺 れ （ 地 震 の エ ネ ル ギ ー ） を 吸 収 す る こ と

が で き ず 、 地 震 に よ る 相 対 変 位 を 抑 制 す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 す る こ と が で き

る と と も に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損

傷 を 防 止 す る こ と が で き る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 の 他 の

目 的 は 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た

と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す

る 前 に 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し 、 そ れ ら 構 造 物 の 設 置 箇 所 の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と で 、 主

構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 主 構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 継 続 使 用 を

可 能 に し つ つ 、 直 ち に 交 換 す る こ と で 次 の 相 対 変 位 に 速 や か に 備 え る こ と が で き る 損 傷 制
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御 型 変 位 抑 制 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 温 度 変 化 に よ る 自 由 熱 膨

張 又 は 自 由 熱 収 縮 が 主 構 造 物 に 生 じ た と き に 、 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 主 構 造 物

の 温 度 変 化 分 を 吸 収 す る こ と が で き 、 温 度 変 化 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 が 主 構 造

物 に 生 じ た と し て も 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 す る こ と が で

き る と と も に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の

損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 前 提 は 、 主 構 造 物 と 主 構 造 物 を 支 持 す る 支 持 構 造 物

と の 間 に 配 置 さ れ 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 し つ つ 、 主 構 造

物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る 損 傷 制

御 型 変 位 抑 制 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 記 前 提 に お け る 本 発 明 の 特 徴 は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物

と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ る 第 １ 抑 制 部 材 と 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の

い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ る 第 ２ 抑 制 部 材 と を 有 し 、 第 １ 抑 制 部 材 が 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造

物 と の う ち の い ず れ か 一 方 に 固 定 さ れ る 第 １ 固 定 プ レ ー ト と 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト か ら 上 下

方 向 へ 延 び る 塑 性 変 形 可 能 な 可 変 ロ ッ ド と 、 可 変 ロ ッ ド の 頂 部 に 位 置 す る ヘ ッ ド プ レ ー ト

と か ら 形 成 さ れ 、 第 ２ 抑 制 部 材 が 、 第 １ 幅 方 向 及 び 第 １ 幅 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 幅 方 向 へ 開

口 す る 第 １ 開 口 を 有 し て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 他 方 に 固 定 さ れ る 第 ２

固 定 プ レ ー ト と 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 下 部 で あ っ て 第 １ 開 口 か ら 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 径 方

向 内 方 へ 延 び る フ ラ ン ジ と 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト を 位 置 さ せ る 第 ２ 開 口 を 有 し 、 第 １ 開 口 に 位

置 し つ つ フ ラ ン ジ に 支 持 さ れ て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド 可 能 な ス ラ イ ド プ レ ー ト と か ら 形 成

さ れ 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト が 、 第 １ 開 口 を 囲 繞 し て ス ラ イ ド プ レ ー ト の 両 外 端 面 か ら 第 ２ 幅

方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 す る 両 内 端 面 と 、 第 １ 開 口 を 囲 繞 し て ス ラ イ ド プ レ ー ト の 両 外 側 面 か

ら 第 １ 幅 方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 す る 両 内 側 面 と を 備 え 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 、 第 ２ 開 口 を 囲

繞 し て ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 か ら 径 方 向 外 方 へ 所 定 寸 法 離 間 す る 内 周 面 を 備 え 、 損 傷 制

御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定

プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収

す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 と 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 ヘ

ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 を 抑 制 し

つ つ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外

力 が 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇

所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変

形 し 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防

止 す る 損 傷 防 止 機 能 と を 有 す る こ と に あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 一 例 と し て は 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 が 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮

に よ っ て 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両

内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 主 構 造 物

の 温 度 に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 が 、 所 定 の 振 動 に よ っ て 主 構 造 物 と 支

持 構 造 物 と の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固

定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の

間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間

に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分

的 に 当 接 し 、 可 変 ロ ッ ド が 繰 り 返 し 変 形 す る こ と で 、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ
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相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 橋 梁 に 設 置 さ れ 、 橋 梁 の 主 構

造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ

レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 梁 の 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支

持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し て 橋 梁 の 落 下 を 防 止 す

る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間

に 想 定 以 上 の 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周

面 に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所

と に 伝 わ り 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し た と し て も 、 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止

す る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 可 変 ロ ッ ド の 変 形 耐 力 が 、 あ ら か じ め 想 定 さ れ る 通 常 の 相

対 変 位 を 抑 制 す る た め に 必 要 な 変 形 耐 力 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る と と も に 、 主 構 造 物 の

設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 耐 力 よ り も 低 く 設 定 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 第 １ 幅 方 向 が 、 主 構 造 物 が 最 大 に 寸 法 変 化 す る 方 向 で あ る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 可 変 ロ ッ ド が 、 円 柱 状 に 成 形 さ れ 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト と 可

変 ロ ッ ド と が 、 一 体 に 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 可 変 ロ ッ ド が 延 び る 部 位 に は 、 第 １ 固 定

プ レ ー ト の 下 面 か ら 上 面 に 向 か っ て 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 上 下 面 間 の 厚 み 寸 法 で 凹 む 凹 部 が

形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 平 面 形 状 が 、 真 円 に 成 形 さ れ 、 ス ラ イ ド

プ レ ー ト の 第 ２ 開 口 が 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト よ り も そ の 直 径 が 大 き い 真 円 に 成 形 さ れ 、 ス ラ イ

ド プ レ ー ト の 平 面 形 状 が 、 矩 形 に 成 形 さ れ 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 第 １ 開 口 が 、 ス ラ イ ド プ

レ ー ト を 収 容 可 能 で あ っ て 第 １ 幅 方 向 へ 長 い 矩 形 に 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 が 、 ヘ ッ

ド プ レ ー ト の 外 周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 よ り も 長 く 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 端 面 及 び

両 内 側 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 が 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 両 外 端 面 及 び 両 外 側 面 の 上 下 方 向

の 長 さ 寸 法 よ り も 長 い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と の う

ち の 少 な く と も 一 方 に は 、 弾 性 変 形 可 能 な 弾 性 部 材 が 固 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 可 変 ロ ッ ド が 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト に つ な が る 頂 部 と 、 第 １ 固

定 プ レ ー ト に つ な が る 底 部 と 、 頂 部 及 び 底 部 の 間 に 延 び る 中 間 部 と を 有 し 、 そ の 直 径 が 頂

部 か ら 底 部 に 向 か っ て 次 第 に 大 き く な る 末 広 が り に 成 形 さ れ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 直 径 が 、

可 変 ロ ッ ド の 頂 部 の 頂 端 の 直 径 よ り も 大 き く 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト が 、 可 変 ロ ッ ド の 頂 部 か ら

径 方 向 外 方 へ 延 出 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 下 面 と フ ラ ン ジ の 上 面 と の う ち の 少 な く

と も 一 方 に は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト と フ ラ ン ジ と の 間 の 摩 擦 力 を 軽 減 す る 滑 り 材 が 取 り 付 け
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ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と の

間 の 離 間 寸 法 が 、 １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 の 他 の 一 例 と し て は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 一 方 の 外 側 面 と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 一

方 の 内 側 面 と の 離 間 寸 法 が 、 ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ り 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 他 方 の 外

側 面 と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 他 方 の 内 側 面 と の 離 間 寸 法 が 、 ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 に 係 る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 に よ れ ば 、 た と え ば 、 地 震 が 発 生 し 、 地 震 の 揺 れ

に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド

プ レ ー ト の 外 周 面 が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変

位 が 抑 制 さ れ る と と も に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 し

て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に

、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に

可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し 、 そ れ ら 構 造 物 の 設 置 箇 所 の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変

形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） を 防 止 す る 損 傷 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 主 構 造 物 と

支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物

と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間

に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 す る こ と が で き 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が

で き る と と も に 、 第 １ 抑 制 部 材 や 第 ２ 抑 制 部 材 を 設 置 し た 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造

物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位

抑 制 装 置 は 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 や 第 ２ 抑 制 部 材 を 設 置 し た 主 構 造 物 の 設

置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の

設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 第 １ 抑 制 部 材 の 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形

し 、 そ れ ら 構 造 物 の 設 置 箇 所 の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と で 、 主 構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 使 用 が

制 限 さ れ る こ と は な く 、 主 構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 継 続 使 用 を 可 能 に し つ つ 、 可 変 ロ ッ ド が

塑 性 変 形 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 を 直 ち に 交 換 す る こ と で 次 の 相 対 変 位 に 速 や か に 備

え る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ

ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 損

な わ れ る が 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト

の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法

変 化 分 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ

ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 す る こ と は な く 、 損 傷 防 止 機 能 を

確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ

て 損 傷 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 損 傷 防 止 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き る か ら 、 損 傷 防

止 機 能 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で

き 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 が 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 主 構 造 物 に 寸 法 変

化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅

方 向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 主 構 造 物 の 温 度 に よ る 寸 法 変 化 分 を

吸 収 す る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 主 構 造 物 に 温 度 に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ

ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 損

な わ れ る が 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た

と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ

イ ド し て 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 主 構 造 物 の 温 度 に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る か

ら 、 主 構 造 物 に 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、
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そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 す る こ と は な く

、 損 傷 防 止 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 温 度 に よ

る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分

吸 収 機 能 に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 損 傷 防 止 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き

る か ら 、 損 傷 防 止 機 能 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑

制 す る こ と が で き 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一

方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 が 所 定 の 振 動 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 寸 法 の ず れ に

よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お

い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化

分 を 吸 収 す る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 所 定 の 振 動 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の

間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内

周 面 に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 損 な わ れ る が 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と

の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト

の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す

る か ら 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 そ

れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 す る こ と は な く 、

損 傷 防 止 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 所 定 の 振 動

に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 寸

法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 損 傷 防 止 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ

と が で き る か ら 、 損 傷 防 止 機 能 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を

確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な

く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス

ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し 、 可 変 ロ ッ ド が 繰 り 返 し 変 形 す る こ と で 、 相 対

変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る 損 傷 制 御

型 変 位 抑 制 装 置 は 、 た と え ば 、 地 震 が 発 生 し 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対 変 位 が

生 じ た と き に 、 可 変 ロ ッ ド が 繰 り 返 し 変 形 す る こ と で 、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ

つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち

の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か

他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を

確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷

制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所

定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ を 含 む ） が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト

の 内 周 面 に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 が 損 な わ れ る が 、 主 構 造 物 に 寸

法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第

１ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有 す る か

ら 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て エ ネ ル ギ ー 吸 収

機 能 が 保 証 さ れ 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機

能 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 し つ つ 、 地 震 の 揺 れ に よ

る 相 対 変 位 を 確 実 に 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 が 橋 梁 に 設 置 さ れ 、 橋 梁 の 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 大 き

な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接

し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 梁 の 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ

た と き に 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し て 橋 梁 の 落 下 を 防 止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る 損 傷 制

御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 た と え ば 、 大 き な 地 震 （ レ ベ ル ２ 地 震 ） が 発 生 し 、 橋 梁 の 主 構 造 物

と 支 持 構 造 物 と の 間 に 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し て 橋 梁 や
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高 架 橋 の 落 下 を 防 止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 橋 梁 の 落 下 と い う 大 事 故 を 防 ぐ こ と

が で き 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 橋 梁 の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る 。 損 傷 制

御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に 橋 梁 の 通 行 が 長 期 間 に わ た っ て 制 限 さ れ る こ

と は な く 、 緊 急 車 両 や 支 援 物 資 の 輸 送 車 両 等 の 通 行 を 可 能 に す る こ と が で き 、 震 災 地 域 の

救 助 活 動 や 震 災 地 域 の 円 滑 な 復 興 を 可 能 に す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は

、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の

ず れ を 含 む ） が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 す る と

、 そ れ に よ っ て 落 下 防 止 機 能 が 損 な わ れ る が 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ

イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 主 構

造 物 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生

じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 落 下 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 落 下 防 止 機 能 を 正

常 に 機 能 さ せ る こ と が で き 、 落 下 防 止 機 能 に よ っ て 橋 梁 の 落 下 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 想 定 以 上 の 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外

周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物 の 設

置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ り 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し た と し て も 、 路 面 に

対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有 す る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は

、 た と え ば 、 想 定 外 の 大 き な 地 震 （ レ ベ ル ２ 地 震 以 上 あ る い は 超 過 外 力 ） が 発 生 し 、 主 構

造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 想 定 以 上 の 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性

変 形 し た と し て も 、 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有 す る

か ら 、 路 面 に 大 き な 段 差 が 生 じ る こ と は な く 、 想 定 以 上 の 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 路

面 （ 道 路 ） の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 想 定 以 上

の 大 き な 地 震 の 発 生 後 に 橋 梁 の 通 行 や 道 路 の 通 行 が 長 期 間 に わ た っ て 制 限 さ れ る こ と は な

く 、 緊 急 車 両 や 支 援 物 資 の 輸 送 車 両 等 の 通 行 を 可 能 に す る こ と が で き 、 震 災 地 域 の 救 助 活

動 や 震 災 地 域 の 円 滑 な 復 興 を 可 能 に す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 主 構

造 物 に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ を

含 む ） が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 す る と 、 そ れ

に よ っ て 段 差 発 生 防 止 機 能 が 損 な わ れ る が 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ

ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 主 構 造

物 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ

た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 段 差 発 生 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 段 差 発 生 防 止 機

能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き 、 段 差 発 生 防 止 機 能 に よ っ て 路 面 へ の 段 差 の 発 生 を 確 実

に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 可 変 ロ ッ ド の 変 形 耐 力 が あ ら か じ め 想 定 さ れ る 通 常 の 相 対 変 位 を 抑 制 す る た め に 必 要 な

変 形 耐 力 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る と と も に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇

所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 耐 力 よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装

置 は 、 可 変 ロ ッ ド の 変 形 耐 力 が あ ら か じ め 想 定 さ れ る 通 常 の 相 対 変 位 を 抑 制 す る た め に 必

要 な 変 形 耐 力 よ り も 高 く 設 定 さ れ る こ と で 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 一

方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ

れ た 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す

る こ と が で き 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑

制 装 置 は 、 可 変 ロ ッ ド の 変 形 耐 力 が 第 １ 抑 制 部 材 や 第 ２ 抑 制 部 材 を 設 置 し た 主 構 造 物 の 設

置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 耐 力 よ り も 低 く 設 定 さ れ

る こ と で 、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の

内 周 面 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に

伝 わ っ た と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方

が 損 傷 す る 前 に 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し 、 そ れ ら 構 造 物 の 設 置 箇 所 の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず

み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） が 防 止 さ れ る か ら 、 主 構 造 物 の 設 置
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箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き 、 主

構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 主 構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 継 続 使 用 を

可 能 に し つ つ 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 を 直 ち に 交 換 す る こ と

で 次 の 相 対 変 位 に 速 や か に 備 え る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 相 対 変 位 の

エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 第 １ 抑 制

部 材 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑

制 す る こ と が で き 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変

位 抑 制 装 置 は 、 橋 梁 の 落 下 を 防 止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 橋 梁 や 高 架 橋 の 落 下 と

い う 大 事 故 を 防 ぐ こ と が で き 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 橋 梁 や 高 架 橋 の 継 続 使 用 を 可

能 に す る こ と が で き る と と も に 、 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止

機 能 を 有 す る か ら 、 路 面 に 大 き な 段 差 が 生 じ る こ と は な く 、 想 定 以 上 の 大 き な 地 震 の 発 生

後 に お け る 路 面 の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 １ 幅 方 向 が 主 構 造 物 が 最 大 に 寸 法 変 化 す る 方 向 で あ る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 主

構 造 物 に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ

を 含 む ） が 生 じ た と き に 、 主 構 造 物 が 最 大 に 寸 法 変 化 す る 方 向 で あ る 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ

ド プ レ ー ト が ス ラ イ ド し て 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有 す る

か ら 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 や エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 、 落 下 防 止 機 能 、

落 下 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 損 傷 防 止 機 能 に よ っ て 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置

箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 に よ っ

て 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 確 実 に 減 衰 さ せ る こ と が で き 、 落 下 防 止 機 能 に よ っ て 橋 梁

の 落 下 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 段 差 発 生 防 止 機 能 に よ っ て 路 面 へ の 段 差 の 発

生 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 可 変 ロ ッ ド が 円 柱 状 に 成 形 さ れ 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト と 可 変 ロ ッ ド と が 一 体 に 成 形 さ れ て

い る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 可 変 ロ ッ ド を 円 柱 状 に す る こ と で 、 地 震 の 揺 れ に よ っ て

生 じ た 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 の 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 の 第 １ 固 定 プ レ

ー ト と 可 変 ロ ッ ド と の 接 続 部 分 に 満 遍 な く 作 用 し 、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周

面 が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物

の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造

物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 第 １ 固 定 プ レ ー ト と 可 変 ロ ッ ド と

の 接 続 部 分 が 塑 性 変 形 し 、 そ れ ら 構 造 物 の 設 置 箇 所 の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変

形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑

制 装 置 は 、 第 １ 抑 制 部 材 の 第 １ 固 定 プ レ ー ト と 可 変 ロ ッ ド と が 一 体 に 成 形 さ れ て い る か ら

、 第 １ 固 定 プ レ ー ト と 可 変 ロ ッ ド と が 溶 接 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 場 合 と 比 較 し 、 第 １ 固

定 プ レ ー ト と 可 変 ロ ッ ド と の 接 続 部 分 の 疲 労 に よ る 塑 性 変 形 を 防 止 す る こ と が で き 、 主 構

造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持

構 造 物 と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物

と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 相

対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、

第 １ 抑 制 部 材 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を

確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷

制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 橋 梁 の 落 下 を 防 止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 橋 梁 の 落 下 と

い う 大 事 故 を 防 ぐ こ と が で き 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 橋 梁 の 継 続 使 用 を 可 能 に す る

こ と が で き る と と も に 、 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有

す る か ら 、 路 面 に 大 き な 段 差 が 生 じ る こ と は な く 、 想 定 以 上 の 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け

る 路 面 （ 道 路 ） の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 下 面 か ら 上 面 に 向 か っ て 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 上 下 面 間 の 厚 み 寸 法 で

凹 む 凹 部 が 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 可 変 ロ ッ ド が 延 び る 部 位 に 形 成 さ れ て い る 損 傷 制 御 型 変 位

10

20

30

40

50



(11) JP  6918060  B2  2021.8.11

抑 制 装 置 は 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 可 変 ロ ッ ド が 延 び る 部 位 に 凹 部 を 形 成 す る こ と で 、 可 変

ロ ッ ド が 延 び る 第 １ 固 定 プ レ ー ト の 部 位 が 肉 薄 に な り 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト に 対 す る 可 変 ロ

ッ ド の 変 形 耐 力 が 減 少 す る か ら 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に

当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た

と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す

る 前 に 可 変 ロ ッ ド が 確 実 に 塑 性 変 形 し 、 そ れ ら 構 造 物 の 設 置 箇 所 の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み

、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） を 防 止 す る 損 傷 防 止 機 能 を 確 実 に 機 能

さ せ る こ と が で き 、 第 １ 抑 制 部 材 や 第 ２ 抑 制 部 材 を 設 置 し た 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構

造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 損 傷 制

御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 や 第 ２ 抑 制 部 材 を 設 置 し た 主 構

造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持

構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 第 １ 抑 制 部 材 の 可 変 ロ ッ ド が

確 実 に 塑 性 変 形 し 、 そ れ ら 構 造 物 の 設 置 箇 所 の 損 傷 が 防 止 さ れ る か ら 、 主 構 造 物 や 支 持 構

造 物 の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 主 構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 継 続 使 用 を 可 能 に し つ つ 、

可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 を 直 ち に 交 換 す る こ と で 次 の 相 対 変 位

に 速 や か に 備 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 平 面 形 状 が 真 円 に 成 形 さ れ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 第 ２ 開 口 が ヘ ッ ド プ

レ ー ト よ り も そ の 直 径 が 大 き い 真 円 に 成 形 さ れ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 平 面 形 状 が 矩 形 に 成

形 さ れ 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 第 １ 開 口 が ス ラ イ ド プ レ ー ト を 収 容 可 能 で あ っ て 第 １ 幅 方 向

へ 長 い 矩 形 に 成 形 さ れ て い る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 地 震 の 揺 れ に よ っ て 主 構 造 物 と

支 持 構 造 物 と の 間 に あ ら ゆ る 方 向 の 相 対 変 位 が 生 じ た と し て も 、 第 １ 抑 制 部 材 の 真 円 に 成

形 さ れ た ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に

当 接 す る か ら 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら の 相 対 変 位 を 抑 制 す る こ と が で き 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造

物 と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち

の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た

あ ら ゆ る 方 向 の 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 あ

ら ゆ る 方 向 の 相 対 変 位 が 生 じ た と し て も 、 第 １ 抑 制 部 材 の 真 円 に 成 形 さ れ た ヘ ッ ド プ レ ー

ト の 外 周 面 が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し 、 ヘ ッ ド プ レ ー

ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 主 構 造 物 の 設 置

箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と に 伝 わ っ た と き に 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設

置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し 、 そ れ ら 構 造 物

の 設 置 箇 所 の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） が

防 止 さ れ る か ら 、 主 構 造 物 の 設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方

の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き 、 主 構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 主

構 造 物 や 支 持 構 造 物 の 継 続 使 用 を 可 能 に し つ つ 、 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し た 損 傷 制 御 型 変

位 抑 制 装 置 を 直 ち に 交 換 す る こ と で 次 の 相 対 変 位 に 速 や か に 備 え る こ と が で き る 。 損 傷 制

御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー

吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 第 １ 抑 制 部 材 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と

の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ

せ る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 橋 梁 の 落 下 を 防 止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有

す る か ら 、 橋 梁 の 落 下 と い う 大 事 故 を 防 ぐ こ と が で き 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 橋 梁

の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る と と も に 、 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す

る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 路 面 に 大 き な 段 差 が 生 じ る こ と は な く 、 想 定 以 上 の 大

き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 路 面 （ 道 路 ） の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 が ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 の 上 下 方 向

の 長 さ 寸 法 よ り も 長 く 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 端 面 及 び 両 内 側 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法

が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 両 外 端 面 及 び 両 外 側 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 よ り も 長 い 損 傷 制 御 型

変 位 抑 制 装 置 は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 が ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外
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周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 と 同 一 又 は 短 い 場 合 、 相 対 変 位 に よ っ て 第 １ 抑 制 部 材 と 第 ２ 抑

制 部 材 と が 揺 動 し た と き に 、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ

レ ー ト の 第 ２ 開 口 か ら 外 れ 、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス

ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 当 接 せ ず 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑

制 す る こ と が で き な い が 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 が ヘ ッ ド プ レ

ー ト の 外 周 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 よ り も 長 い か ら 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対

変 位 が 生 じ た と き に ヘ ッ ド プ レ ー ト が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 第 １ 開 口 か ら 外 れ る こ と は な く

、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 を 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に

確 実 に 当 接 さ せ る こ と が で き 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ

た 第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制

部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き

る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 端 面 及 び 両 内 側 面 の 上 下 方 向 の

長 さ 寸 法 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 両 外 端 面 及 び 両 外 側 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 よ り も 短 い 場

合 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 側 面 の 間 に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド

し た と き に 、 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト が 第 １ 開 口 か ら 外 れ 、 主 構 造 物 の 寸 法 変 化

分 を 吸 収 す る こ と が で き な い が 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 両 内 端 面 及 び 両 内 側 面 の 上 下 方 向 の

長 さ 寸 法 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 両 外 端 面 及 び 両 外 側 面 の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 よ り も 長 い か

ら 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト が ス ラ イ ド し た と き に 第 ２ 抑 制 部 材 の 第 １ 開 口 か ら 外 れ る こ と は な

く 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き 、 主 構 造 物 に 寸 法 変 化 が 生 じ た と

き に 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 確 実 に 吸 収 さ せ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 弾 性 変 形 可 能 な 弾 性 部 材 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と の う

ち の 少 な く と も 一 方 に 固 着 さ れ て い る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内

周 面 と ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と の う ち の 少 な く と も 一 方 に 固 着 さ れ た 弾 性 部 材 （ た と え

ば 、 ス チ レ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー や オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ エ ス テ

ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ

ー 、 ゴ ム メ タ ル 等 ） が シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー と な り 、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外

周 面 が 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し た と き に 弾 性 部 材 が 弾

性 変 形 し 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と の 当 接 時

に 生 じ る 衝 撃 力 が 緩 和 さ れ 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た

第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部

材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 可 変 ロ ッ ド が ヘ ッ ド プ レ ー ト に つ な が る 頂 部 と 第 １ 固 定 プ レ ー ト に つ な が る 底 部 と 頂 部

及 び 底 部 の 間 に 延 び る 中 間 部 と を 有 し 、 そ の 直 径 が 頂 部 か ら 底 部 に 向 か っ て 次 第 に 大 き く

な る 末 広 が り に 成 形 さ れ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト の 直 径 が 可 変 ロ ッ ド の 頂 部 の 頂 端 の 直 径 よ り も

大 き く 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト が 可 変 ロ ッ ド の 頂 部 か ら 径 方 向 外 方 へ 延 出 し て い る 損 傷 制 御 型 変

位 抑 制 装 置 は 、 可 変 ロ ッ ド が 頂 部 か ら 底 部 に 向 か っ て 末 広 が り に 成 形 さ れ る こ と で 、 主 構

造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ て 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が 第

２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し た と き に 、 相 対 変 位 に よ る 外 力

を 可 変 ロ ッ ド 全 体 に 均 等 に 作 用 さ せ る こ と が で き 、 可 変 ロ ッ ド の 一 部 に 相 対 変 位 に よ る 外

力 が 集 中 す る こ と は な く 、 可 変 ロ ッ ド 全 体 の 変 形 耐 力 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の

間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 相 対 変 位 を 確 実 に 減 衰 さ せ る こ と が で

き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト が 可 変 ロ ッ ド の 頂 部 か ら 径 方 向 外 方 へ

延 出 し て い る か ら 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 に よ っ て 第 １ 抑 制 部 材

の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と が 当 接 し た と き

に 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 を ヘ ッ ド プ レ ー ト か ら 可 変 ロ ッ ド 全 体 に 円 滑 に 伝 え る こ と が で き

、 可 変 ロ ッ ド 全 体 の 変 形 耐 力 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確
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実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し

つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 第 １ 抑 制 部 材 及 び 第 ２ 抑 制 部

材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、

地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 橋 梁

や 高 架 橋 の 落 下 を 防 止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 橋 梁 の 落 下 と い う 大 事 故 を 防 ぐ こ

と が で き 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 橋 梁 の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る と と も

に 、 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 路 面 に 大

き な 段 差 が 生 じ る こ と は な く 、 想 定 以 上 の 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 路 面 （ 道 路 ） の 継

続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト と フ ラ ン ジ と の 間 の 摩 擦 力 を 軽 減 す る 滑 り 材 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の 下

面 と フ ラ ン ジ の 上 面 と の う ち の 少 な く と も 一 方 に 取 り 付 け ら れ て い る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制

装 置 は 、 滑 り 材 に よ っ て ス ラ イ ド プ レ ー ト と フ ラ ン ジ と の 間 の 摩 擦 力 が 軽 減 さ れ 、 主 構 造

物 に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ を 含

む ） が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト を 第 １ 幅 方 向 へ ス ム ー ズ に ス ラ イ ド さ せ る こ と が

で き 、 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 確 実 に 吸 収 さ せ る こ と が で き

る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 や エ ネ ル ギ ー

吸 収 機 能 、 落 下 防 止 機 能 、 落 下 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 損 傷 防 止 機 能 に よ っ て 主 構 造 物 の 設

置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き 、

エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 に よ っ て 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 確 実 に 減 衰 さ せ る こ と が で き 、

落 下 防 止 機 能 に よ っ て 橋 梁 の 落 下 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 段 差 発 生 防 止 機 能

に よ っ て 路 面 へ の 段 差 の 発 生 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 と の 間 の 離 間 寸 法 が １ ～ １ ０ ０ ｍ

ｍ の 範 囲 に あ る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 内 周 面 と ヘ ッ ド プ レ ー ト

の 外 周 面 と の 間 の 離 間 寸 法 を 前 記 範 囲 に す る こ と で 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 相 対

変 位 が 生 じ た と き に 、 第 １ 抑 制 部 材 の ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 を 第 ２ 抑 制 部 材 の ス ラ イ ド

プ レ ー ト の 内 周 面 に 確 実 に 当 接 さ せ る こ と が で き 、 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず

れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 及 び 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の う ち の い ず れ か 他 方 に

設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 に よ っ て 主 構 造 物 と 支 持 構 造 物 と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に

抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 一 方 の 外 側 面 と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 一 方 の 内 側 面 と の 離 間 寸 法 が ５

～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ り 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト の 他 方 の 外 側 面 と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 他 方

の 内 側 面 と の 離 間 寸 法 が ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 ス ラ イ

ド プ レ ー ト の 外 側 面 と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 内 側 面 と の 離 間 寸 法 を 前 記 範 囲 に す る こ と で 、

主 構 造 物 に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず

れ を 含 む ） が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト を 第 １ 幅 方 向 へ 確 実 に ス ラ イ ド さ せ る こ と

が で き 、 主 構 造 物 の 寸 法 変 化 分 を 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 確 実 に 吸 収 さ せ る こ と が で

き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 は 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 や エ ネ ル ギ

ー 吸 収 機 能 、 落 下 防 止 機 能 、 落 下 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 損 傷 防 止 機 能 に よ っ て 主 構 造 物 の

設 置 箇 所 と 支 持 構 造 物 の 設 置 箇 所 と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き

、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 に よ っ て 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 確 実 に 減 衰 さ せ る こ と が で き

、 落 下 防 止 機 能 に よ っ て 橋 梁 の 落 下 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 段 差 発 生 防 止 機

能 に よ っ て 路 面 へ の 段 差 の 発 生 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

【 図 １ 】 一 例 と し て 示 す 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 斜 視 図 。

【 図 ２ 】 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 部 分 破 断 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 分 解 斜 視 図 。

10

20

30

40

50



(14) JP  6918060  B2  2021.8.11

【 図 ４ 】 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 端 部 の 側 か ら 見 た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 側 面 図 。

【 図 ５ 】 第 ２ 固 定 プ レ ー ト の 側 部 の 側 か ら 見 た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 側 面 図 。

【 図 ６ 】 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 上 面 図 。

【 図 ７ 】 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 第 １ 抑 制 部 材 の 斜 視 図 。

【 図 ８ 】 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 を 設 置 し た 橋 梁 （ 構 造 物 ） の 一 例 を 示 す 図 。

【 図 ９ 】 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 に よ っ て 橋 桁 （ 主 構 造 物 ） に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き の ス ラ

イ ド プ レ ー ト の 動 き を 説 明 す る 図 。

【 図 １ ０ 】 温 度 に よ る 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 （ 主 構 造 物 ） に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き の ス

ラ イ ド プ レ ー ト の 動 き を 説 明 す る 図 。

【 図 １ １ 】 橋 梁 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に ヘ ッ ド プ レ ー ト の 外 周 面 が ス ラ イ ド プ レ ー ト の

内 周 面 に 部 分 的 に 当 接 し た 状 態 の 一 例 を 示 す 図 。

【 図 １ ２ 】 橋 梁 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 可 変 ロ ッ ド が 塑 性 変 形 し た 状 態 の 一 例 を 示 す 図

。

【 図 １ ３ 】 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 を 設 置 し た ビ ル の 一 例 を 示 す 図 。

【 図 １ ４ 】 ビ ル に 設 置 さ れ た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 正 面 図 。

【 図 １ ５ 】 他 の 一 例 と し て 示 す 第 １ 抑 制 部 材 の 斜 視 図 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 一 例 と し て 示 す 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 斜 視 図 で あ る 図 １ 等 の 添 付 の 図 面 を 参 照

し 、 本 発 明 に 係 る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 の 詳 細 を 説 明 す る と 、 以 下 の と お り で あ る 。 な

お 、 図 ２ は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 部 分 破 断 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 、 損 傷 制 御 型

変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 端 部 ３ ０ の 側 か

ら 見 た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 側 面 図 で あ り 、 図 ５ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 側

部 ３ １ の 側 か ら 見 た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 側 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 損 傷 制 御 型 変

位 抑 制 装 置 １ ０ の 上 面 図 で あ り 、 図 ７ は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 第 １ 抑 制 部 材 １

５ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ で は 、 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ （ 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ 、 フ ラ ン ジ ２ ８

、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ ） の 一 部 を 破 断 し て 示 し て い る 。 図 １ は 、 上 下 方 向 を 矢 印 Ｘ 、 第

１ 幅 方 向 を 矢 印 Ｙ １ で 示 し 、 第 ２ 幅 方 向 を 矢 印 Ｙ ２ で 示 す 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 主 構 造 物 １ １ と 主 構 造 物 １ １ を 支 持 す る 支 持 構 造 物 １

２ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 主 構 造 物 １ １ の 寸 法 変 化 分 を 吸

収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有 し 、 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と の 間 に 生 じ た 相 対 変

位 を 抑 制 し つ つ 、 主 構 造 物 １ １ の 設 置 箇 所 １ ３ と 支 持 構 造 物 １ ２ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち

の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る 損 傷 防 止 機 能 を 有 す る と と も に 、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ

ー を 吸 収 し つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装

置 １ ０ は 、 そ れ が 橋 梁 ４ ５ （ 図 ８ 参 照 ） に 設 置 さ れ た と き に 、 橋 梁 ４ ５ の 落 下 を 防 止 す る

落 下 防 止 機 能 を 有 し 、 橋 梁 ４ ５ の 路 面 に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止

機 能 を 有 す る 。 な お 、 橋 梁 ４ ５ に は 、 高 架 橋 （ 高 架 及 び 高 々 架 ） も 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と の う ち の い ず れ か 一

方 に 設 置 さ れ る 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ と 、 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と の う ち の い ず れ か

他 方 に 設 置 さ れ る 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ と を 有 す る 。 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １

７ 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ ） は 、 低 降 状 点 鋳 鋼 品 又 は 鋼 材 か ら 作 ら れ 、 図

７ に 示 す よ う に 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 塑 性 変 形 可 能 な 可 変 ロ ッ ド １ ８ と ヘ ッ ド プ レ ー

ト １ ９ と か ら 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ は 、 所 定 厚 み を 有 す る 円 盤 状 に 成 形 さ れ 、 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構

造 物 １ ２ と の う ち の い ず れ か 一 方 に 固 定 さ れ る 。 な お 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 平 面 形 状

は 図 示 の 円 形 に 限 定 さ れ ず 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 平 面 形 状 を 四 角 形 や 多 角 形 等 の あ ら
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ゆ る 形 状 に 成 形 す る こ と が で き る 。 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 周 縁 部 ２ ０ （ 外 周 縁 部 ） に は

、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ を 厚 み 方 向 へ 貫 通 す る 複 数 の 螺 着 孔 ２ １ が 穿 孔 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 そ れ ら 螺 着 孔 ２ １ は 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 周 り 方 向 へ 等 間 隔 離 間 し て 並 ん で い る 。

そ れ ら 螺 着 孔 ２ １ に は 、 固 定 ボ ル ト ２ ２ の 螺 子 部 が 螺 着 さ れ る 。 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ は

、 そ れ ら 螺 着 孔 ２ １ に 螺 着 さ れ た 固 定 ボ ル ト ２ ２ に よ っ て 取 付 プ レ ー ト ４ ４ に 強 固 に 固 定

さ れ る 。 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ は 、 取 付 プ レ ー ト ４ ４ を 介 し て 主 構 造 物 １ １ の 設 置 箇 所 １

３ と 支 持 構 造 物 １ ２ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の い ず れ か 一 方 に 強 固 に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 可 変 ロ ッ ド １ ８ は 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 中 央 に 位 置 し 、 プ レ ー ト １ ７ の 中 央 か ら 上

下 方 向 上 方 へ 延 び て い る 。 可 変 ロ ッ ド １ ８ は 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ に つ な が る 頂 部 ２ ３ と

、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ に つ な が る 底 部 ２ ５ と 、 頂 部 ２ ３ 及 び 底 部 ２ ５ の 間 に 延 び る 中 間

部 ２ ４ と を 有 す る 。 可 変 ロ ッ ド １ ８ は 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 一 体 に 成 形 さ れ 、 そ の 底

部 ２ ５ が 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ に 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。 可 変 ロ ッ ド １ ８ は 、 頂 部 ２ ３ 及

び 中 間 部 ２ ４ 並 び に 底 部 ２ ５ の 平 面 形 状 が 円 形 （ 真 円 ） に 成 形 さ れ て い る と と も に 、 そ の

直 径 が 頂 部 ２ ３ か ら 底 部 ２ ５ に 向 か っ て 次 第 に 大 き く な る 円 錐 台 状 に 成 形 さ れ て い る 。 可

変 ロ ッ ド １ ８ は 、 そ の 頂 部 ２ ３ か ら 上 下 方 向 下 方 に 向 か っ て 末 広 が り に な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 所 定 厚 み を 有 す る 円 盤 状 に 成 形 さ れ 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 頂 部 ２

３ に 位 置 し て い る 。 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ と 一 体 に 成 形 さ れ 、 可 変 ロ ッ

ド １ ８ の 頂 部 ２ ３ に 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 そ の 平 面 形 状 が 真 円

に 成 形 さ れ 、 そ の 直 径 が 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 頂 部 ２ ３ の 頂 端 の 直 径 よ り も 大 き く 、 可 変 ロ ッ

ド １ ８ の 頂 部 ２ ３ か ら 径 方 向 外 方 へ 延 出 し て い る 。 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 上 下 方 向 へ 直

状 に 延 び る と と も に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 周 り 方 向 へ 環 状 に 延 び る 所 定 の 長 さ 寸 法 の 外 周 面

２ ６ を 有 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ （ 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ 、 フ ラ ン ジ ２ ８ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ ） は

、 低 降 状 点 鋳 鋼 品 又 は 鋼 材 か ら 作 ら れ 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ と フ ラ ン ジ ２ ８ と ス ラ イ ド

プ レ ー ト ２ ９ と か ら 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 固 定 プ レ ー ト １ ６ は 、 所 定 厚 み を 有 す る 四 角 柱

状 に 成 形 さ れ 、 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 固 定 さ れ る 。 な

お 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト １ ６ の 平 面 形 状 は 図 示 の 四 角 形 に 限 定 さ れ ず 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト １

６ の 平 面 形 状 を 円 形 や 多 角 形 等 の あ ら ゆ る 形 状 に 成 形 す る こ と が で き る 。 第 ２ 固 定 プ レ ー

ト １ ６ は 、 第 １ 幅 方 向 へ 延 び る 両 端 部 ３ ０ と 、 第 ２ 幅 方 向 へ 延 び る 両 側 部 ３ １ と を 有 す る

。 第 ２ 固 定 プ レ ー ト １ ６ の 両 側 部 ３ １ に は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト １ ６ を 厚 み 方 向 へ 貫 通 す る

複 数 の 挿 入 孔 ３ ２ 又 は 複 数 の 螺 着 孔 ３ ２ が 穿 孔 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 そ れ ら 挿 入 孔 ３ ２ や そ れ ら 螺 着 孔 ３ ２ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 側 部 ３ １ に お い て

等 間 隔 離 間 し て 並 ん で い る 。 そ れ ら 挿 入 孔 ３ ２ に は 、 固 定 ボ ル ト ２ ２ の 螺 子 部 が 挿 入 さ れ

、 そ れ ら 螺 着 孔 ３ ２ に は 、 固 定 ボ ル ト ２ ２ の 螺 子 部 が 螺 着 さ れ る 。 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７

は 、 そ れ ら 挿 入 孔 ３ ２ に 挿 入 さ れ た 固 定 ボ ル ト ２ ２ に よ っ て 主 構 造 物 １ １ の 設 置 箇 所 １ ３

と 支 持 構 造 物 １ ２ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 強 固 に 固 定 さ れ 、 又 は 、 そ れ

ら 螺 着 孔 ３ ２ に 螺 着 さ れ た 固 定 ボ ル ト ２ ２ に よ っ て 主 構 造 物 １ １ の 設 置 箇 所 １ ３ と 支 持 構

造 物 １ ２ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 強 固 に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 中 央 （ 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 端 部 ３ ０ 及 び 両 側 部 ３ １ の 間

） に は 、 第 １ 幅 方 向 及 び 第 １ 幅 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 幅 方 向 へ 開 口 す る 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ （

第 １ 開 口 ） が 形 成 （ 穿 孔 ） さ れ て い る 。 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ は 、 第 １ 幅 方 向 へ 長 い 矩 形 （ 長

方 形 ） に 成 形 さ れ て い る 。 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ は 、 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ を 囲 繞 し て 第 １ 幅

方 向 へ 延 び る 両 内 端 面 ３ ４ と 、 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ を 囲 繞 し て 第 ２ 幅 方 向 へ 延 び る 両 内 側 面

３ ５ と を 有 す る 。 両 内 端 面 ３ ４ と 両 内 側 面 ３ ５ と は 、 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び て い る 。 第 ２
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固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端 面 ３ ４ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 後 記 す る 両 外 端 面 ３ ８ か ら 第

２ 幅 方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 し （ わ ず か に 離 間 し ） 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ が

ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 後 記 す る 両 外 側 面 ３ ８ か ら 第 １ 幅 方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 フ ラ ン ジ ２ ８ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 下 部 で あ っ て 両 内 端 面 ３ ４ か ら 第 ２ 幅 方 向 （

第 １ 中 央 開 口 ３ ３ か ら 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 径 方 向 内 方 ） へ 延 び る と と も に 、 第 ２ 固 定

プ レ ー ト ２ ７ の 下 部 で あ っ て 両 内 側 面 ３ ５ か ら 第 １ 幅 方 向 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ か ら 第 ２ 固

定 プ レ ー ト ２ ７ の 径 方 向 内 方 ） へ 延 び て い る 。 フ ラ ン ジ ２ ８ の 上 面 ３ ６ に は 、 滑 り 材 （ 図

示 せ ず ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。 滑 り 材 に は 、 合 成 樹 脂 板 や 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 、 ス テ ン レ

ス 板 等 が 使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端 面 ３ ４ か ら 第 ２ 幅 方 向 へ 延 び る フ ラ ン ジ ２ ８ の 上 面 ３ ６

に は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が ス ラ イ ド 可 能 に 載 置 さ れ る 。 フ ラ ン ジ ２ ８ の 上 面 ３ ６ に 取

り 付 け ら れ た 滑 り 材 （ 合 成 樹 脂 板 や 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 、 ス テ ン レ ス 板 等 ） に よ っ て ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ の 下 面 ４ １ と フ ラ ン ジ ２ ８ の 上 面 ３ ６ と の 間 の 摩 擦 力 が 軽 減 さ れ る 。 な お

、 滑 り 材 が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 下 面 ４ １ に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ は 、 所 定 厚 み を 有 す る 四 角 柱 状 に 成 形 さ れ 、 そ の 平 面 形 状 が 矩 形

（ 正 四 角 形 ） に 成 形 さ れ て い る 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １

中 央 開 口 ３ ３ （ 第 １ 開 口 ） に 位 置 し て い る （ 配 置 さ れ て い る ） 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の

中 央 に は 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ を 位 置 さ せ る 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２

開 口 ） が 形 成 （ 穿 孔 ） さ れ て い る 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ は 、 ヘ ッ ド

プ レ ー ト １ ９ よ り も そ の 直 径 が 大 き い 真 円 に 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端 面 ３ ４ に 対 向 し て 第 １ 幅 方 向

へ 延 び る 両 外 端 面 ３ ８ と 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ に 対 向 し て 第 ２ 幅 方 向 へ

延 び る 両 外 側 面 ３ ９ と 、 第 １ 幅 方 向 へ 長 い 矩 形 の 上 面 ４ ０ 及 び 下 面 ４ １ と 、 第 ２ 中 央 開 口

３ ７ を 囲 繞 す る 内 周 面 ４ ２ と を 有 す る 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 両 外 端 面 ３ ８ 及 び 両 外 側

面 ３ ９ は 、 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び て い る 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ７ の 内 周 面 ４ ２ は 、 上 下 方

向 へ 直 状 に 延 び る と と も に 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 周 り 方 向 へ 環 状 に 延 び て い る 。 ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ は 、 そ の 下 面 ４ １ が フ ラ ン ジ ２ ８ に 支 持 さ れ 、 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ に お い

て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ を 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２

と の う ち の い ず れ か 一 方 に 固 定 し て 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ を 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と

の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 す る 。 次 に 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 第 ２ 固 定 プ レ ー

ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ で あ っ て フ ラ ン ジ ２ ８ の 上 面 ３ ６ に ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ を 載

置 し 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ を 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と の う ち の い ず れ か 他 方 に

固 定 し て 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設

置 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ， １ ６ を 主 構 造 物 １ １ や 支 持 構 造 物 １ ２ に 設 置 す る と 、 図 １

， ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ が 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ の 内 側 に 位 置 し 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト

１ ９ と 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ と が 同 心 円 を 形 成 す る 。 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 上 下 方 向 へ 直 状 に

延 び る 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び る 内 周 面 ４ ２ と が 径 方

向 に 対 向 し つ つ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ が ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６

か ら 径 方 向 外 方 へ 所 定 寸 法 離 間 す る と と も に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ と が 平 行 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ （ 第 １ 開 口 ） の 略 中

央 に 位 置 し 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 下 面 ４ １ が フ ラ ン ジ ２ ８ の 上 面 ３ ６ に 当 接 す る 。 ス

ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び る 一 方 の 外 端 面 ３ ８ と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７

の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び る 一 方 の 内 端 面 ３ ４ と が 第 ２ 幅 方 向 へ 対 向 し つ つ 、 ス ラ イ ド プ レ

ー ト ２ ９ の 一 方 の 外 端 面 ３ ８ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 内 端 面 ３ ４ か ら 第 ２ 幅 方 向

へ 所 定 寸 法 離 間 す る と と も に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 一 方 の 外 端 面 ３ ８ と 第 ２ 固 定 プ レ

ー ト ２ ７ の 一 方 の 内 端 面 ３ ４ と が 平 行 す る 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延

び る 他 方 の 外 端 面 ３ ８ と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び る 他 方 の 内 端 面 ３

４ と が 第 ２ 幅 方 向 へ 対 向 し つ つ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 他 方 の 外 端 面 ３ ８ が 第 ２ 固 定 プ

レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 内 端 面 ３ ４ か ら 第 ２ 幅 方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 す る と と も に 、 ス ラ イ ド プ

レ ー ト ２ ９ の 他 方 の 外 端 面 ３ ８ と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 内 端 面 ３ ４ と が 平 行 す る

。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び る 一 方 の 外 側 面 ３ ９ と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト

２ ７ の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び る 一 方 の 内 側 面 ３ ５ と が 第 １ 幅 方 向 へ 対 向 し つ つ 、 ス ラ イ ド

プ レ ー ト ２ ９ の 一 方 の 外 側 面 ３ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 内 側 面 ３ ５ か ら 第 １ 幅

方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 す る と と も に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 一 方 の 外 側 面 ３ ９ と 第 ２ 固 定

プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 内 側 面 ３ ５ と が 平 行 す る 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 上 下 方 向 へ 直 状

に 延 び る 他 方 の 外 側 面 ３ ９ と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 上 下 方 向 へ 直 状 に 延 び る 他 方 の 内 側

面 ３ ５ と が 第 １ 幅 方 向 へ 対 向 し つ つ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 他 方 の 外 側 面 ３ ９ が 第 ２ 固

定 プ レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 内 側 面 ３ ５ か ら 第 ２ 幅 方 向 へ 所 定 寸 法 離 間 す る と と も に 、 ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ の 他 方 の 外 側 面 ３ ９ と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 内 側 面 ３ ５ と が 平 行

す る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 第 １ 幅 方 向 に 対 向 す る 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の

両 内 側 面 ３ ５ の 間 の 離 間 寸 法 Ｌ １ が 第 ２ 幅 方 向 に 対 向 す る 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端

面 ３ ４ の 間 の 離 間 寸 法 よ り も 大 き い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端 面 ３ ４ （ 一 方 の 内 端

面 ３ ４ 及 び 他 方 の 内 端 面 ３ ４ ） の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ １ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 両 外

端 面 ３ ８ （ 一 方 の 外 端 面 ３ ８ 及 び 他 方 の 外 端 面 ３ ８ ） の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ よ り も 長

く 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 一 方 の 内 側 面 ３ ５ 及 び 他 方 の 内 側 面 ３ ５ ） の

上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ １ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 両 外 側 面 ３ ９ （ 一 方 の 外 側 面 ３ ９ 及 び

他 方 の 外 側 面 ３ ９ ） の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ よ り も 長 い 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０

で は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ が ヘ ッ ド プ レ ー ト １

９ の 外 周 面 ２ ６ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ３ よ り も 長 い 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 一 方 の 外 側 面 ３ ９ と 第 ２ 固

定 プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 内 側 面 ３ ５ と の 離 間 寸 法 Ｌ １ が ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く

は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ り 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 他 方 の 外 側 面 ３ ９ と 第 ２ 固

定 プ レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 内 側 面 ３ ５ と の 離 間 寸 法 Ｌ １ が ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く

は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 主 構 造 物 １ １ 及

び 支 持 構 造 物 １ ２ の 大 き さ や 耐 震 性 能 、 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ， １ ６ の 大 き さ 等 の 各

種 の 条 件 に 応 じ て そ れ ら 離 間 寸 法 Ｌ １ が ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 、 ５ ０ ～ ２ ０

０ ｍ ｍ の 範 囲 で 設 定 さ れ る 。 な お 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 一 方 の 外 端 面 ３ ８ と 第 ２ 固 定

プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 内 端 面 ３ ４ と の 離 間 寸 法 が ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 、 ５ ～

１ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ り 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 他 方 の 外 端 面 ３ ８ と 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２

７ の 他 方 の 内 端 面 ３ ４ と の 離 間 寸 法 が ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 、 ５ ～ １ ０ ｍ ｍ の

範 囲 に あ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 直 径 が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９

の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 直 径 よ り も 小 さ い か ら 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周
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面 ４ ２ が ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ の 径 方 向 内 方 へ 所 定 寸 法 離 間 し 、 ヘ ッ ド プ レ ー

ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ と の 間 に 所 定 の ス ペ ー ス ４ ３ （

遊 び ） が 形 成 さ れ て い る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内

周 面 ４ ２ と ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と の 間 の 離 間 寸 法 Ｌ ２ （ ス ペ ー ス ４ ３ の 径 方

向 の 寸 法 Ｌ ２ ） が １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に あ り 、 主 構 造 物 １ １ 及 び 支 持 構 造 物 １ ２ の 大 き

さ や 耐 震 性 能 、 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ， １ ６ の 大 き さ 等 の 各 種 の 条 件 に 応 じ て 離 間 寸

法 Ｌ ２ （ ス ペ ー ス ４ ３ の 径 方 向 の 寸 法 Ｌ ２ ） が １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 （ 変 形 抵 抗 ） が あ ら か じ

め 想 定 さ れ る 通 常 の 相 対 変 位 （ 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と の 間 に 生 じ る 通 常 の 相 対

変 位 ） を 抑 制 す る た め に 必 要 な 変 形 耐 力 （ 変 形 抵 抗 ） よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る （ 可 変 ロ

ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 が 通 常 の 相 対 変 位 を 抑 制 す る た め に 必 要 な 変 形 耐 力 を 超 過 し て 設 定 さ

れ て い る ） と と も に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 （ 変 形 抵 抗 ） が 主 構 造 物 １ １ の 設 置 箇 所

１ ３ と 支 持 構 造 物 １ ２ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 耐 力 よ り も 低 く 設

定 さ れ て い る （ 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 が 設 置 箇 所 の 損 傷 耐 力 未 満 に 設 定 さ れ て い る ）

。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 図 ８ は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 設 置 し た 橋 梁 ４ ５ （ 構 造 物 ） の 一 例 を 示 す 図 で

あ り 、 図 ９ は 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生

じ た と き の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 動 き を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 温 度 に よ る 自 由

熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２

９ の 動 き を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ８ で は 、 橋 梁 ４ ５ （ 構 造 物 ） を 部 分 的 に 図 示 し 、 第 ２ 抑

制 部 材 １ ６ （ 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ 、 フ ラ ン ジ ２ ８ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ ） の 一 部 を 破

断 し て 示 し て い る 。 図 ９ ， １ ０ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ， １ ６ を 断 面 で 示 す 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ８ で は 、 橋 梁 ４ ５ （ 構 造 物 ） に ３ 個 の 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ が 設 置 さ れ て い る

が 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 設 置 数 や 大 き さ （ 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ， １ ６ の

サ イ ズ ） に 特 に 限 定 は な く 、 橋 梁 ４ ５ の 大 き さ や 耐 震 性 能 等 の 各 種 条 件 に よ っ て 損 傷 制 御

型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 設 置 数 や 大 き さ が 選 択 さ れ る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 第

１ 抑 制 部 材 １ ５ が 可 動 橋 脚 の 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） に 設 置 さ れ 、 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６

が 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 設 置 さ れ て い る 。 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の 第 １ 固 定 プ レ ー ト １

７ は 、 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ （ 設 置 箇 所 １ ３ ） の 頂 壁 に 固 定 さ れ た 取 付 プ

レ ー ト ４ ４ に 固 定 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト に よ っ て 強 固 に 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の

第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ は 、 橋 桁 ４ ７ か ら 延 び る Ｈ 型 鋼 ４ ９ （ 設 置 箇 所 １ ４ ） の フ ラ ン ジ ５

０ に 固 定 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト に よ っ て 強 固 に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 そ れ ら 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 橋 梁 ４ ５ に 設 置 す る と 、 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の 第 ２

固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 端 部 ３ ０ が 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 へ 延 び 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両

側 部 ３ １ が 橋 桁 ４ ７ の 短 手 方 向 へ 延 び る 。 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ （ 第

１ 開 口 ） の 略 中 央 に ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 位 置 し 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開

口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 略 中 央 に 可 変 ロ ッ ド １ ８ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ が 位 置 す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 季 節 に よ っ て 橋 梁 ４ ５ の 周 囲 環 境 の 温 度 が 変 化 す る と と も に 、 日 の 出 か ら 日 中 、 日 中 か

ら 日 没 、 日 没 か ら 夜 間 、 夜 間 か ら 日 の 出 ま で の １ 日 の 間 に 橋 梁 ４ ５ の 周 囲 環 境 の 温 度 が 変

化 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） す る 。 橋 梁 ４ ５ の 周 囲 環 境 の 温 度 が 上 昇 し て 温 度 が 高 く な り

、 温 度 （ 温 度 上 昇 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生

じ 、 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 （ 橋 桁 ４ ７ の 延 在 方 向 ） の 寸 法 や 短 手 方 向 （ 橋 桁 ４ ７ の 幅 方 向 ）

の 寸 法 が 大 き く な る （ 橋 桁 ４ ７ が 長 手 方 向 及 び 短 手 方 向 へ 伸 長 す る ） 。 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方

向 の 寸 法 が 大 き く な る と 、 橋 桁 ４ ７ （ Ｈ 型 鋼 ４ ９ ） に 設 置 さ れ た 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ が

橋 桁 ４ ７ と と も に 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 （ 第 １ 幅 方 向 ） へ 移 動 す る 。 な お 、 第 １ 幅 方 向 は 、
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橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 （ 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） が 最 大 に 寸 法 変 化 す る 方 向 ） で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ が 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 （ 第 １ 幅 方 向 ） へ 移 動 す る と 、 そ れ に と も

な っ て 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ に お い て 第 １

幅 方 向 （ 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 ） へ ス ラ イ ド し 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９

が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 側 部 ３ １ か ら 離 間 す る と と も に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９

が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 側 部 ３ １ に 近 づ く 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 温 度 （ 温 度 上 昇 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 に よ っ て 橋 桁 ４ ７

（ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 （ 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 の 寸 法 伸 長 ） が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開

口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 膨 張 に よ る 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ）

の 温 度 （ 温 度 上 昇 ） に よ る 長 手 方 向 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る （ 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 ） 。 ス

ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ に お い て 第 １ 幅 方 向 （ 橋

桁 ４ ７ の 長 手 方 向 ） へ ス ラ イ ド す る こ と で 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 ス

ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 略 中 央 に 位 置 し た 状 態 が 維 持 さ れ

る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 橋 梁 ４ ５ の 周 囲 環 境 の 温 度 が 低 下 し て 温 度 が 低 く な り 、 温 度 （ 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱

収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生 じ 、 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 （ 橋 桁 ４

７ の 延 在 方 向 ） の 寸 法 や 短 手 方 向 （ 橋 桁 ４ ７ の 幅 方 向 ） の 寸 法 が 小 さ く な る （ 橋 桁 ４ ７ が

長 手 方 向 及 び 短 手 方 向 へ 収 縮 す る ） 。 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 の 寸 法 が 小 さ く な る と 、 橋 桁 ４

７ （ Ｈ 型 鋼 ４ ９ ） に 設 置 さ れ た 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ が 橋 桁 ４ ７ と と も に 橋 桁 ４ ７ の 長 手

方 向 （ 第 １ 幅 方 向 ） へ 移 動 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ が 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 （ 第 １ 幅 方 向 ） へ 移 動 す る と 、 そ れ に と も

な っ て 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ に お い て 第 １

幅 方 向 （ 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 ） へ ス ラ イ ド し 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２

９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 側 部 ３ １ か ら 離 間 す る と と も に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２

９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 側 部 ３ １ に 近 づ く 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 温 度 （ 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７

（ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 （ 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 の 寸 法 収 縮 ） が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開

口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 収 縮 に よ る 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ）

の 温 度 （ 温 度 低 下 ） に よ る 長 手 方 向 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る （ 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 ） 。 ス

ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ に お い て 第 １ 幅 方 向 （ 橋

桁 ４ ７ の 長 手 方 向 ） へ ス ラ イ ド す る こ と で 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 ス

ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 略 中 央 に 位 置 し た 状 態 が 維 持 さ れ

る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 又 、 所 定 の 振 動 （ 地 震 に よ る 振 動 や 橋 桁 を 走 行 す る 車 両 や 電 車 等 に よ る 振 動 ） に よ っ て

橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法

変 化 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 所 定 の 振 動 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 寸 法 の ず れ に

よ る 寸 法 変 化 が 生 じ る と 、 橋 桁 ４ ７ （ Ｈ 型 鋼 ４ ９ ） に 設 置 さ れ た 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ が

橋 桁 ４ ７ と と も に 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 （ 第 １ 幅 方 向 ） へ 移 動 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 所 定 の 振 動 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 寸 法

の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の

両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し
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て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 寸 法 の ず れ に よ っ て 生 じ た 長 手 方 向 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す

る （ 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 ） 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 第 １ 中 央 開

口 ３ ３ に お い て 第 １ 幅 方 向 （ 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 ） へ ス ラ イ ド す る こ と で 、 可 変 ロ ッ ド １

８ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 略

中 央 に 位 置 し た 状 態 が 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 １ １ は 、 橋 梁 ４ ５ （ 主 構 造 物 １ １ 及 び 支 持 構 造 物 １ ２ ） に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に ヘ

ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し た

状 態 の 一 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ２ は 、 橋 梁 ４ ５ （ 主 構 造 物 １ １ 及 び 支 持 構 造 物 １ ２ ） に

相 対 変 位 が 生 じ た と き に 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 塑 性 変 形 し た 状 態 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １

１ ， １ ２ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ， １ ６ を 断 面 で 示 す 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 地 震 が 発 生 し 、 地 震 の 揺 れ が 橋 梁 ４ ５ に 伝 わ る と 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４

６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ 、 橋 台 ４ ６ に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５

が 振 動 す る （ 揺 れ 動 く ） と と も に 、 橋 桁 ４ ７ に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ が 振 動 す る （

揺 れ 動 く ） 。 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ る と 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ が ス

ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 内 側 に お い て 振 動 し （ 揺 れ 動 き ）

、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 相 対 変 位 の 変 位 量 （ 大 き さ ） に よ っ て 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド

プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部

分 的 に 当 接 （ 衝 突 ） す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 な お 、 温 度 （ 温 度 上 昇 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変

化 （ 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 の 寸 法 伸 長 ） が 生 じ た と し て も 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固

定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド

し て 自 由 熱 膨 張 に よ る 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 温 度 （ 温 度 上 昇 ） に よ る 長 手 方 向 の 寸

法 変 化 分 を 吸 収 し 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ の 略 中 央 に 位 置 し た 状 態 が 維

持 さ れ る か ら 、 温 度 上 昇 時 に お い て 相 対 変 位 が 生 じ る 以 前 に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面

２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 （ 衝 突 ） す る こ と は な く 、 橋 桁 ４ ７ と 橋

台 ４ ６ と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た 場 合 に 初 め て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 （ 衝 突 ） す る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 又 、 温 度 （ 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化

（ 橋 桁 ４ ７ の 長 手 方 向 の 寸 法 収 縮 ） が 生 じ た と し て も 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定

プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し

て 自 由 熱 収 縮 に よ る 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 温 度 （ 温 度 低 下 ） に よ る 長 手 方 向 の 寸 法

変 化 分 を 吸 収 し 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ の 略 中 央 に 位 置 し た 状 態 が 維 持

さ れ る か ら 、 温 度 低 下 時 に お い て 相 対 変 位 が 生 じ る 以 前 に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２

６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 （ 衝 突 ） す る こ と は な く 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台

４ ６ と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た 場 合 に 初 め て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド

プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 （ 衝 突 ） す る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 更 に 、 所 定 の 振 動 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 生

じ た と し て も 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ の 間 （ 第 １

中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 寸 法 の ず

れ に よ っ て 生 じ た 長 手 方 向 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 し 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３

７ の 略 中 央 に 位 置 し た 状 態 が 維 持 さ れ る か ら 、 相 対 変 位 が 生 じ る 以 前 に 所 定 の 振 動 が 原 因

で ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 （ 衝 突 ）

す る こ と は な く 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た 場 合 に 初 め て ヘ ッ ド プ レ

ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 （ 衝 突 ） す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】
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　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 が あ ら か じ め 想 定 さ れ る

通 常 の 相 対 変 位 を 抑 制 す る た め に 必 要 な 変 形 耐 力 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る か ら 、 相 対 変

位 に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ と が 当

接 （ 衝 突 ） し た と き に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 に よ っ て 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ，

１ ６ の 振 動 （ 揺 れ 動 き ） が 抑 え ら れ 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物

１ ２ ） と の 間 に 生 じ た 通 常 の 相 対 変 位 が 抑 制 さ れ 、 橋 梁 ４ ５ に お け る 地 震 に よ る 振 動 が 減

衰 す る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １

２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ

ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し つ つ 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 繰 り 返 し 変 形 す る こ と で 、

相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 の 相 対 変 位 を 抑 制 す る （ エ

ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 ） 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 発 生 し た 地 震 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋

台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周

面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 繰 り 返

し 変 形 す る こ と で 、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸

収 機 能 を 有 す る か ら 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制

部 材 １ ５ 及 び 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６

に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 地 震

の 揺 れ に よ る 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 の 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自

由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ ） が 生 じ 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ （

支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ る 前 に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 が 損 な わ

れ る が 、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 や 所 定 の 振 動 に

よ る 寸 法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第

２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第

１ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 橋 桁 ４ ７ の 温 度 に よ る 寸 法 変 化

分 や 所 定 の 振 動 に よ っ て 生 じ た 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機

能 を 有 す る か ら 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 寸 法 変 化 や 所 定 の 振 動 に よ

っ て 生 じ た 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 橋 桁 ４ ７ に 生 じ た と し て も 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド

プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る こ と は な く 、

エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は

自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生 じ 、 又 は 、 所 定 の 振 動 に よ

る 寸 法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ

て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 が 保 証 さ れ 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き る

か ら 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 生 じ

た 相 対 変 位 を 抑 制 し つ つ 、 地 震 の 揺 れ に よ る 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 の 相 対 変 位 を 確 実

に 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 （ 変 形 抵 抗 ） が 橋 桁 ４ ７ （

主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９

の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 耐 力

よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る か ら 、 地 震 の 揺 れ が 大 き く 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 生 じ
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た 相 対 変 位 の 変 位 量 （ 大 き さ ） が 想 定 さ れ る 通 常 の 相 対 変 位 の 変 位 量 （ 大 き さ ） を 超 え 、

ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 し て 想 定 以

上 の 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と に 伝 わ っ

た と き に 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方

が 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） す る 前 に 、 図

１ ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と の 接 続 部 分 ５ １ が 塑 性 変 形

し 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ に 対 し て 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 折 れ 曲 が り 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １

３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る （ 損 傷 防 止 機 能

） 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と の 接 続 部 分 ５ １ が 塑 性 変 形 し 、 第 １ 固 定 プ レ

ー ト １ ７ に 対 し て 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 折 れ 曲 が っ た 場 合 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 折 れ 曲 が っ た 損

傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ

５ ０ ） 及 び 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ （ ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） か ら 取 り 外 し 、 新 た な （ 新 し い ）

損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン

ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ （ ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と に 取 り 付 け 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が

塑 性 変 形 （ 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 損 傷 ） し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 新 た な 損 傷 制 御 型

変 位 抑 制 装 置 １ ０ に 交 換 す る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 発 生 し た 地 震 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋

台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド

プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部

分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 が 抑 制 さ れ る と と も に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 し て 想 定 以 上 の 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 桁 ４ ７ の 設

置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と

橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ

ッ ト ４ ８ ） と に 伝 わ っ た と き に 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の

う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ

ッ ド １ ８ と の 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑 性 変 形 し 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ 及 び 橋 台 ４ ６ の 設 置

箇 所 １ ４ の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） を 防

止 す る 損 傷 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １

２ ） と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ 及 び 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の

う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に

生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 す る こ と が で き 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 （ 橋 桁 ４ ７ の 振 動 ） を

減 衰 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置 し た 橋 桁

４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部

材 １ ６ を 設 置 し た 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構

造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所

１ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と に 伝 わ

っ た と き に 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一

方 が 損 傷 す る 前 に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と の 接 続 部

分 ５ １ ） が 塑 性 変 形 し 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ 及 び 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ の 損 傷 が 防

止 さ れ る こ と で 、 橋 桁 ４ ７ や 橋 台 ４ ６ の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 橋 梁 ４ ７ （ 橋 桁 ４

７ 及 び 橋 台 ４ ６ ） の 継 続 使 用 を 可 能 に し つ つ 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑 性 変

形 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 直 ち に 交 換 す る こ と で 橋 梁 ４ ５ に お け る 次 の 相 対 変

位 に 速 や か に 備 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】
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　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自

由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ ） が 生 じ 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ （

支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ る 前 に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 損 な わ れ る が

、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 や 所 定 の 振 動 に よ る 寸

法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定

プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方

向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 橋 桁 ４ ７ の 温 度 に よ る 寸 法 変 化 分 や 所

定 の 振 動 に よ っ て 生 じ た 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有

す る か ら 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 寸 法 変 化 や 所 定 の 振 動 に よ っ て 生

じ た 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 橋 桁 ４ ７ に 生 じ た と し て も 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー

ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る こ と は な く 、 損 傷 防

止 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は

自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生 じ 、 又 は 、 所 定 の 振 動 に よ

る 寸 法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ

て 損 傷 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 損 傷 防 止 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き る か ら 、 損 傷 防

止 機 能 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ４ ） と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に

抑 制 す る こ と が で き 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４

７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４

６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と の う ち の 少 な く と も

一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １

２ ） と の 間 に 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー

ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （

橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ の 設

置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と

に 伝 わ っ た と き に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 変 形 し て 橋 桁 ４ ７ （ 橋 梁 ４ ５ ） の 落 下 を 防 止 す る （

落 下 防 止 機 能 ） 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 発 生 し た 大 き な 地 震 （ レ ベ ル ２ 地 震 ） に よ っ て 橋 桁 ４

７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ

ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し て 相

対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７

の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造

物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と に 伝 わ っ た と き に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 塑 性

変 形 し て 橋 桁 （ 橋 梁 ） の 落 下 を 防 止 す る 落 下 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 橋 桁 ４ ７ （ 橋 梁 ４ ５

） の 落 下 と い う 大 事 故 を 防 ぐ こ と が で き 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 橋 梁 ４ ５ の 継 続 使

用 を 可 能 に す る こ と が で き る 。 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 大 き な 地 震 の 発 生 後 に 橋

梁 ４ ５ の 通 行 が 長 期 間 に わ た っ て 制 限 さ れ る こ と は な く 、 緊 急 車 両 や 支 援 物 資 の 輸 送 車 両

等 の 通 行 を 可 能 に す る こ と が で き 、 震 災 地 域 の 救 助 活 動 や 震 災 地 域 の 円 滑 な 復 興 を 可 能 に

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自

由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ ） が 生 じ 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ （

支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ る 前 に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て 落 下 防 止 機 能 が 損 な わ れ る が

、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 や 所 定 の 振 動 に よ る 寸
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法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定

プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方

向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 橋 桁 ４ ７ の 温 度 に よ る 寸 法 変 化 分 や 所

定 の 振 動 に よ っ て 生 じ た 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有

す る か ら 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 寸 法 変 化 や 所 定 の 振 動 に よ っ て 生

じ た 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 橋 桁 ４ ７ に 生 じ た と し て も 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー

ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る こ と は な く 、 落 下 防

止 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は

自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生 じ 、 又 は 、 所 定 の 振 動 に よ

る 寸 法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ

て 落 下 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 落 下 防 止 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き る か ら 、 落 下 防

止 機 能 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 橋 梁 ４ ５ ） の 落 下 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １

２ ） と の 間 に 想 定 以 上 の 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 桁 ４ ７ の 設 置

箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋

台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ

ト ４ ８ ） と に 伝 わ っ た と き に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 塑 性 変 形 し つ つ 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３

と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 し た と し て も 、 橋 梁 ４ ５ の 路

面 （ 道 路 ） に 対 す る 大 き な 段 差 の 発 生 を 防 止 す る （ 段 差 発 生 防 止 機 能 ） 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 発 生 し た 想 定 外 の 大 き な 地 震 （ レ ベ ル ２ 地 震 以 上 あ る

い は 超 過 外 力 ） に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間

に 想 定 以 上 の 大 き な 相 対 変 位 が 生 じ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー

ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （

橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ の 設

置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と

に 伝 わ り 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 塑 性 変 形 し た と し て も 、 路 面 （ 道 路 ） に 対 す る 大 き な 段 差 の

発 生 を 防 止 す る 段 差 発 生 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 路 面 に 大 き な 段 差 が 生 じ る こ と は な く 、

想 定 以 上 の 大 き な 地 震 の 発 生 後 に お け る 路 面 （ 道 路 ） の 継 続 使 用 を 可 能 に す る こ と が で き

る と と も に 、 想 定 以 上 の 大 き な 地 震 の 発 生 後 に 橋 梁 ４ ５ の 通 行 が 長 期 間 に わ た っ て 制 限 さ

れ る こ と は な く 、 緊 急 車 両 や 支 援 物 資 の 輸 送 車 両 等 の 通 行 を 可 能 に す る こ と が で き 、 震 災

地 域 の 救 助 活 動 や 震 災 地 域 の 円 滑 な 復 興 を 可 能 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 （ 温 度 に よ る 自

由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 、 所 定 の 振 動 に よ る 寸 法 の ず れ ） が 生 じ 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ （

支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ る 前 に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る と 、 そ れ に よ っ て 段 差 発 生 防 止 機 能 が 損 な わ れ

る が 、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 や 所 定 の 振 動 に よ

る 寸 法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２

固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １

幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 に よ る 橋 桁 ４ ７ の 温 度 に よ る 寸 法 変 化 分

や 所 定 の 振 動 に よ っ て 生 じ た 寸 法 の ず れ に よ る 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能

を 有 す る か ら 、 温 度 に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は 自 由 熱 収 縮 や 所 定 の 振 動 に よ っ て 生 じ た 寸 法 の

ず れ に よ る 寸 法 変 化 が 橋 桁 ４ ７ に 生 じ た と し て も 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外

周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る こ と は な く 、 段 差 発 生 防 止 機 能

を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ９ ９ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 温 度 （ 温 度 上 昇 又 は 温 度 低 下 ） に よ る 自 由 熱 膨 張 又 は

自 由 熱 収 縮 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 寸 法 変 化 が 生 じ 、 又 は 、 所 定 の 振 動 に よ

る 寸 法 の ず れ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ

て 段 差 発 生 防 止 機 能 が 保 証 さ れ 、 段 差 発 生 防 止 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き る か ら

、 段 差 発 生 防 止 機 能 に よ っ て 橋 梁 ４ ５ の 路 面 （ 道 路 ） へ の 段 差 の 発 生 を 確 実 に 防 ぐ こ と が

で き る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ が ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の

外 周 面 ２ ６ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ３ と 同 一 又 は 短 い 場 合 、 相 対 変 位 に よ っ て 第 １ 抑 制 部

材 １ ５ と 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ と が 揺 動 し た と き に 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９

が 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） か ら 外 れ 、

ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 せ ず 、 橋 桁

４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 橋 台 ４ ６ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 す る

こ と が で き な い が 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２

の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ が ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ３

よ り も 長 い か ら 、 橋 桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に ヘ ッ ド プ レ ー ト １

９ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ か ら 外 れ る こ と は な く 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １

９ の 外 周 面 ２ ６ を ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 確 実 に 当 接 さ せ る こ と が で き 、 橋

桁 ４ ７ と 橋 台 ４ ６ と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ 及 び 橋 桁 ４ ７ と

橋 台 ４ ６ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ に よ っ て 橋 桁 ４ ７ と 橋 台

４ ６ と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端 面 ３ ０ 及 び 両 内 側 面 ３ １ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ １ が ス

ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 両 外 端 面 ３ ８ 及 び 両 外 側 面 ３ ９ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ よ り も 短

い 場 合 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ １ の 間 に お い て 第 １

幅 方 向 へ ス ラ イ ド し た と き に 、 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 １ 中 央 開 口

３ ３ （ 第 １ 開 口 ） か ら 外 れ 、 橋 桁 ４ ７ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る こ と が で

き な い が 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端 面 ３ ０ 及 び 両

内 側 面 ３ １ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ １ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 両 外 端 面 ３ ８ 及 び 両 外 側

面 ３ ９ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ よ り も 長 い か ら 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が ス ラ イ ド し た

と き に 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ か ら 外 れ る こ と は な く 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能

を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き 、 橋 桁 ４ ７ に 寸 法 変 化 が 生 じ た と き に 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機

能 に よ っ て 橋 桁 ４ ７ の 寸 法 変 化 分 を 確 実 に 吸 収 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 図 １ ３ は 、 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 設 置 し た ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 一 例 を

示 す 図 で あ り 、 図 １ ４ は 、 ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 設 置 さ れ た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装

置 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。 な お 、 ビ ル ５ ２ に 対 す る 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ の 設 置 数 や

大 き さ （ 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ， １ ６ の サ イ ズ ） は 、 ビ ル ５ ２ の 大 き さ や 耐 震 性 能 等

の 各 種 条 件 に よ っ て 選 択 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 図 １ ３ ， １ ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ が ビ ル

の 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） に 設 置 さ れ 、 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ が ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １

） の ス ラ ブ ５ ４ に 設 置 さ れ て い る 。 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ は 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 塑 性 変

形 可 能 な 可 変 ロ ッ ド １ ８ と ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ と か ら 形 成 さ れ 、 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ は 、 第

２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ と フ ラ ン ジ ２ ８ と ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ と か ら 形 成 さ れ て い る 。 第 １

固 定 プ レ ー ト １ ７ や 可 変 ロ ッ ド １ ８ 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ 、 フ ラ

ン ジ ２ ８ 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ は 、 橋 梁 ４ ５ に 設 置 さ れ た そ れ ら と 同 一 で あ る （ 図 １ ～

図 ３ 参 照 ） 。

【 ０ １ ０ ４ 】
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　 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に は 、 免 震 の た め の ゴ ム 支 承 ５ ５ が 設 置 さ れ て い る 。 第 １ 抑

制 部 材 １ ５ の 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ は 、 基 礎 ５ ３ に 固 定 さ れ た 取 付 プ レ ー ト ４ ４ に 固 定 ボ

ル ト 及 び ナ ッ ト に よ っ て 強 固 に 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２

７ は 、 ス ラ ブ ５ ４ に 固 定 さ れ た 取 付 プ レ ー ト ４ ４ に 固 定 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト に よ っ て 強 固 に

固 定 さ れ て い る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 ゴ ム 支 承 ５ ５ に よ っ て 緩 和 す る こ と が で き る 程 度 の 地 震 が 発 生 し 、 地 震 の 揺 れ が 基 礎 ５

３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） に 伝 わ る と 、 基 礎 ５ ３ が 振 動 す る （ 揺 れ 動 く ） と と も に 、 ビ ル ５ ２

（ 主 構 造 物 １ １ ） が 振 動 す る （ 揺 れ 動 く ） 。 ビ ル ５ ２ の 揺 れ は 、 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の

間 に 設 置 さ れ た ゴ ム 支 承 ５ ５ に よ っ て 緩 和 さ れ る が 、 基 礎 ５ ３ の 揺 れ が 第 １ 抑 制 部 材 １ ５

に 伝 わ り 、 基 礎 ５ ３ に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ が 振 動 す る （ 揺 れ 動 く ） と と も に 、 ビ

ル ５ ２ の 揺 れ が 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ に 伝 わ り 、 ビ ル ５ ２ に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ が 振

動 す る （ 揺 れ 動 く ） 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 基 礎 ５ ３ に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ が 振 動 す る と と も に 、 ビ ル ５ ２ に 設 置 さ れ た 第

２ 抑 制 部 材 １ ６ が 振 動 す る と （ 基 礎 ５ ３ と ビ ル ５ ２ と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ る と ） 、 そ れ

に と も な っ て 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３

１ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９

が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 一 方 の 側 部 ３ １ か ら 離 間 し 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定

プ レ ー ト ２ ７ の 他 方 の 側 部 ３ １ に 近 づ く と と も に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ

ー ト ２ ７ の 他 方 の 側 部 ３ １ か ら 離 間 し 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の

一 方 の 側 部 ３ １ に 近 づ く （ 図 ９ ， １ ０ 参 照 ） 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 ゴ ム 支 承 ５ ５ に よ っ て 緩 和 す る こ と が で き る 程 度 の 地

震 が 発 生 し た と き に 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両

側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て 地 震 に よ る ビ ル

５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 の 寸 法 変 化 分 （ ビ ル ５ ２ と 基

礎 ５ ３ と の 間 の ず れ 分 ） を 吸 収 す る （ 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 ） 。 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が 第

２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ ） に お い て 第

１ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド す る こ と で 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ は 、 ス ラ イ ド プ レ

ー ト ２ ９ の 第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 略 中 央 に 位 置 し た 状 態 が 維 持 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 ゴ ム 支 承 ５ ５ に よ っ て 緩 和 す る こ と が で き な い 程 度 の 地 震 が 発 生 し 、 地 震 の 揺 れ が 基 礎

５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） 及 び ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） に 伝 わ る と 、 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３

と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ 、 基 礎 ５ ３ に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ が 振 動 す る （ 揺 れ 動 く

） と と も に 、 ビ ル ５ ２ に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ が 振 動 す る （ 揺 れ 動 く ） 。 ビ ル ５ ２

と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ る と 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の

第 ２ 中 央 開 口 ３ ７ （ 第 ２ 開 口 ） の 内 側 に お い て 振 動 し （ 揺 れ 動 き ） 、 相 対 変 位 の 変 位 量 （

大 き さ ） に よ っ て 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が 第 ２ 抑 制 部 材 １

６ の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 （ 衝 突 ） す る （ 図 １ １ 参 照 ） 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 が あ ら か じ め 想 定 さ れ る

通 常 の 相 対 変 位 を 抑 制 す る た め に 必 要 な 変 形 耐 力 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る か ら 、 相 対 変

位 に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ と が 当

接 （ 衝 突 ） し た と き に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 に よ っ て 第 １ 及 び 第 ２ 抑 制 部 材 １ ５ ，

１ ６ の 振 動 （ 揺 れ 動 き ） が 抑 え ら れ 、 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 生 じ た 通 常 の 相 対 変 位

が 抑 制 さ れ 、 ビ ル ５ ２ に お け る 地 震 に よ る 振 動 が 減 衰 す る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物

１ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ
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レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し つ つ 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 繰 り 返 し 変 形 す る こ と で

、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 の 相 対 変 位 が 抑 制 さ れ る

（ エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 ） 。

【 ０ １ １ １ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 発 生 し た 地 震 に よ っ て ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基

礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周

面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 し 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 繰 り 返

し 変 形 す る こ と で 、 相 対 変 位 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 相 対 変 位 を 抑 制 す る エ ネ ル ギ ー 吸

収 機 能 を 有 す る か ら 、 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制

部 材 １ ５ 及 び ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６

に よ っ て ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 地 震

の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 地 震 に よ る 振 動 に 対 し て ゴ ム 支 承 ５ ５ が 機 能 し て い る

と き に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す

る と 、 そ れ に よ っ て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 が 損 な わ れ る が 、 ゴ ム 支 承 ５ ５ の 機 能 中 に ス ラ イ

ド プ レ ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開

口 ３ ３ ） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持

構 造 物 １ ２ ） と の 間 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 ゴ ム 支 承

５ ５ の 機 能 中 に ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 寸 法 変 化 （ ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 の ず れ

） が 生 じ た と し て も 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト

２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る こ と は な く 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が

で き る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 ゴ ム 支 承 ５ ５ の 機 能 中 に ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と

基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ３ ） と の 間 の 寸 法 変 化 分 （ 寸 法 の ず れ ） が 生 じ た と し て も 、 寸 法

変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 が 保 証 さ れ 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 正 常 に 機

能 さ せ る こ と が で き る か ら 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 に よ っ て ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 生

じ た 相 対 変 位 を 抑 制 し つ つ 、 地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 を 確 実 に 減 衰 さ せ る こ と が で き る

。

【 ０ １ １ ４ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 （ 変 形 抵 抗 ） が ビ ル ５ ２ （

主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構

造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と の う ち の 少 な く と も 一 方

の 損 傷 耐 力 よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る か ら 、 地 震 の 揺 れ が 大 き く 、 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と

の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 の 変 位 量 （ 大 き さ ） が 想 定 さ れ る 通 常 の 相 対 変 位 の 変 位 量 （ 大 き さ

） を 超 え 、 ゴ ム 支 承 ５ ５ が 地 震 の 揺 れ を 減 衰 す る こ と が で き ず 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外

周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 し て 想 定 以 上 の 相 対 変 位 に よ る 外 力

が ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １

４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と に 伝 わ っ た と き に 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ と 基

礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方 が 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形

、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） す る 前 に 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と

の 接 続 部 分 ５ １ が 塑 性 変 形 し 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ に 対 し て 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 折 れ 曲 が

り （ 図 １ ２ 参 照 ） 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く

と も 一 方 の 損 傷 が 防 止 さ れ る （ 損 傷 防 止 機 能 ） 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と の 接 続 部 分 ５ １ が 塑 性 変 形 し 、 第 １ 固 定 プ レ

ー ト １ ７ に 対 し て 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 折 れ 曲 が っ た 場 合 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 折 れ 曲 が っ た 損

傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ ） 及 び 基 礎 ５ ３ の 設 置

箇 所 １ ４ か ら 取 り 外 し 、 新 た な （ 新 し い ） 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を ビ ル ５ ２ の 設 置
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箇 所 １ ３ と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ と に 取 り 付 け 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑

性 変 形 （ 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 損 傷 ） し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 新 た な 損 傷 制 御 型 変

位 抑 制 装 置 １ ０ に 交 換 す る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 発 生 し た 地 震 に よ っ て ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基

礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 通 常 の 相 対 変 位 が 生 じ た と き に 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の

ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４

２ に 部 分 的 に 当 接 し て 相 対 変 位 が 抑 制 さ れ る と と も に 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６

が ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と 基 礎

５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と に 伝 わ っ た

と き に 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方 が

損 傷 す る 前 に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と の 接 続 部 分 ５

１ ） が 塑 性 変 形 し 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ

び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲

等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） と を 防 止 す る 損 傷 防 止 機 能 を 有 す る か ら 、 ビ

ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ

た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ 及 び ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の う ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑

制 部 材 １ ６ に よ っ て ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 抑 制 す る こ と が で き 、

地 震 の 揺 れ に よ る 相 対 変 位 （ ビ ル ５ ２ の 振 動 ） を 減 衰 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 第 １

抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置 し た ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇

所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部

材 １ ６ を 設 置 し た ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト

構 造 物 ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物

） と に 伝 わ っ た と き に 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少

な く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８

と の 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑 性 変 形 し 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ や 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ の

損 傷 が 防 止 さ れ る こ と で 、 基 礎 ５ ３ を 含 む ビ ル ５ ２ の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 ビ ル

５ ２ の 継 続 使 用 を 可 能 に し つ つ 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑 性 変 形 し た 損 傷 制

御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 直 ち に 交 換 す る こ と で ビ ル ５ ２ に お け る 次 の 相 対 変 位 に 速 や か に

備 え る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １

２ ） と の 間 に 寸 法 変 化 （ 寸 法 の ず れ ） が 生 じ 、 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 相 対 変 位 が 生

じ る 前 に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 す

る と 、 そ れ に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 損 な わ れ る が 、 ゴ ム 支 承 ５ ５ の 機 能 中 に ス ラ イ ド プ レ

ー ト ２ ９ が 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 側 面 ３ ５ （ 両 側 部 ３ １ ） の 間 （ 第 １ 中 央 開 口 ３ ３

） に お い て 第 １ 幅 方 向 へ ス ラ イ ド し て ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物

１ ２ ） と の 間 の 寸 法 変 化 分 を 吸 収 す る 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 を 有 す る か ら 、 ゴ ム 支 承 ５ ５ の

機 能 中 に ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 寸 法 変 化 （ ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 の ず れ ） が 生

じ た と し て も 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の

内 周 面 ４ ２ に 当 接 す る こ と は な く 、 損 傷 防 止 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 ゴ ム 支 承 ５ ５ の 機 能 中 に 地 震 の 揺 れ に よ っ て ビ ル ５ ２

（ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 寸 法 変 化 （ ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３

と の 間 の ず れ ） が 生 じ た と し て も 、 寸 法 変 化 分 吸 収 機 能 に よ っ て 損 傷 防 止 機 能 が 保 証 さ れ

、 損 傷 防 止 機 能 を 正 常 に 機 能 さ せ る こ と が で き る か ら 、 損 傷 防 止 機 能 に よ っ て ビ ル ５ ２ と

基 礎 ５ ３ と の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３

（ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー
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ト 構 造 物 ） と の う ち の 少 な く と も 一 方 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ の 上 下 方 向 の 長 さ

寸 法 Ｍ ２ が ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ３ よ り も 長 い か ら 、

ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） と の 間 に 相 対 変 位 が 生 じ た と き

に ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ （ 第 １ 開 口 ） か ら 外 れ

る こ と は な く 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ を 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６

の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 確 実 に 当 接 さ せ る こ と が で き 、 ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５

３ と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ 及 び ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の う

ち の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ に よ っ て ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 に 生

じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 第 ２ 固 定 プ レ ー ト ２ ７ の 両 内 端 面 ３ ０ 及 び 両 内 側 面 ３

１ の 上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ １ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 両 外 端 面 ３ ８ 及 び 両 外 側 面 ３ ９ の

上 下 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｍ ２ よ り も 長 い か ら 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ が ス ラ イ ド し た と き に 第

２ 抑 制 部 材 １ ６ の 第 １ 中 央 開 口 ３ ３ （ 第 １ 開 口 ） か ら 外 れ る こ と は な く 、 寸 法 変 化 分 吸 収

機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き 、 ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） と 基 礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物

１ ２ ） と の 間 に 寸 法 変 化 （ ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 の ず れ ） が 生 じ た と き に 、 寸 法 変 化

分 吸 収 機 能 に よ っ て ビ ル ５ ２ と 基 礎 ５ ３ と の 間 の 寸 法 変 化 分 を 確 実 に 吸 収 さ せ る こ と が で

き る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ で は 、 図 示 は し て い な い が 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド プ

レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ に 弾 性 変 形 可 能 な 弾 性 部 材 が 固 着 さ れ 、 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ

イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 弾 性 変 形 可 能 な 弾 性 部 材 が 固 着 さ れ て い て も よ い 。 な お

、 弾 性 部 材 は 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ と

の う ち の 少 な く と も 一 方 に 固 着 さ れ て い れ ば よ い 。 弾 性 部 材 と し て は 、 ス チ レ ン 系 熱 可 塑

性 エ ラ ス ト マ ー や オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ エ ス テ ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト

マ ー 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ゴ ム メ タ ル 等 を 使

用 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ ド プ レ ー ト

２ ９ の 内 周 面 ４ ２ と の う ち の 少 な く と も 一 方 に 固 着 さ れ た 弾 性 部 材 （ ス チ レ ン 系 熱 可 塑 性

エ ラ ス ト マ ー や オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ エ ス テ ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ

ー 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ゴ ム メ タ ル 等 ） が シ

ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー と な り 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が 第 ２

抑 制 部 材 １ ６ の ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 部 分 的 に 当 接 （ 衝 突 ） し た と き に 弾

性 部 材 が 弾 性 変 形 し 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ と ス ラ イ ド プ レ ー ト

２ ９ の 内 周 面 ４ ２ と の 当 接 時 （ 衝 突 時 ） に 生 じ る 衝 撃 力 が 緩 和 さ れ 、 主 構 造 物 １ １ （ 橋 桁

４ ７ 又 は ビ ル ５ ２ の ス ラ ブ ５ ４ ） と 支 持 構 造 物 １ ２ （ 橋 台 ４ ６ 又 は ビ ル ５ ２ の 基 礎 ５ ３ ）

と の う ち の い ず れ か 一 方 に 設 置 さ れ た 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ 及 び 主 構 造 物 １ １ （ 橋 桁 ４ ７ 又 は

ビ ル ５ ２ の ス ラ ブ ５ ４ ） と 支 持 構 造 物 １ ２ （ 橋 台 ４ ６ 又 は ビ ル ５ ２ の 基 礎 ５ ３ ） と の う ち

の い ず れ か 他 方 に 設 置 さ れ た 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ に よ っ て 主 構 造 物 １ １ と 支 持 構 造 物 １ ２ と

の 間 に 生 じ た 相 対 変 位 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 図 １ ５ は 、 他 の 一 例 と し て 示 す 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の 斜 視 図 で あ り 、 図 １ ６ は 、 図 １ ５ の

Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。 図 １ ５ の 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ が 図 ７ の そ れ と 異 な る と こ ろ は 、 第 １

固 定 プ レ ー ト １ ７ の 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 延 び る 部 位 （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 中 央 ） に は 、

第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 下 面 ５ ７ か ら 上 面 ５ ６ に 向 か っ て 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 上 下 面

５ ６ ， ５ ７ 間 の 厚 み 寸 法 で 凹 む 凹 部 ５ ８ が 形 成 さ れ て い る 点 に あ る 。 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の

そ の 他 の 構 成 は 、 図 ７ の 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の そ れ ら と 同 一 で あ る か ら 、 図 ７ と 同 一 の 符 号
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を 付 す と と も に 、 図 ７ の 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ の 説 明 を 援 用 す る こ と で 、 こ の 第 １ 抑 制 部 材 １

５ に お け る そ の 他 の 構 成 の 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 凹 部 ５ ８ は 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 中 央 で あ っ て 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 直 下 に 形 成 さ れ 、

第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 下 面 ５ ７ か ら 上 面 ５ ６ に 向 か っ て 円 弧 を 画 く よ う に 半 球 状 に 凹 ん

で い る 。 凹 部 ５ ８ の 厚 み は 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 上 下 面 ５ ６ ， ５ ７ 間 の 厚 み 寸 法 と 同

一 で あ る 。 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 延 び る 部 位 （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７

の 中 央 ） に 凹 部 ５ ８ を 形 成 す る こ と で 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 延 び る

部 位 （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 中 央 ） が 肉 薄 に な り 、 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ に 対 す る 可 変

ロ ッ ド １ ８ の 底 部 ２ ５ の 変 形 耐 力 が 減 少 す る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 図 １ ５ に 示 す 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ を 使 用 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 第 １ 固 定 プ

レ ー ト １ ７ の 中 央 （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 延 び る 部 位 ） に そ の 下 面 ５

７ か ら 上 面 ５ ６ に 向 か っ て 円 弧 を 画 く 半 球 状 の 凹 部 ５ ８ を 形 成 す る こ と で 、 第 １ 固 定 プ レ

ー ト １ ７ の 中 央 （ 可 変 ロ ッ ド １ ８ が 延 び る 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ の 部 位 ） が 肉 薄 に な り 、

第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ に 対 す る 可 変 ロ ッ ド １ ８ の 変 形 耐 力 が 減 少 （ 低 下 ） す る か ら 、 ヘ ッ

ド プ レ ー ト １ ９ の 外 周 面 ２ ６ が ス ラ イ ド プ レ ー ト ２ ９ の 内 周 面 ４ ２ に 当 接 し て 相 対 変 位 に

よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置 し た 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋

桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ の 設 置

箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と に

伝 わ っ た と き 、 又 は 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置

し た ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と 基

礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と に 伝 わ っ

た と き に 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方

が 損 傷 す る 前 、 又 は 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な

く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と

の 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑 性 変 形 し 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ 及 び 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ の

損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） を 防 止 す る 損 傷

防 止 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ や 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所

１ ４ の 損 傷 （ ゆ が み や ひ ず み 、 湾 曲 等 の 変 形 、 ひ び 割 れ 、 破 断 、 損 壊 、 崩 落 等 ） を 防 止 す

る 損 傷 防 止 機 能 を 確 実 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 図 １ ５ に 示 す 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ を 使 用 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 第 １ 抑 制 部

材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置 し た 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋 桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト

構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と の う ち の 少 な く と も 一 方

の 損 傷 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き 、 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置 し た ビ

ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と 基 礎 ５ ３

（ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と の う ち の 少 な く

と も 一 方 の 損 傷 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 図 １ ５ に 示 す 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ を 使 用 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ は 、 相 対 変 位 に

よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置 し た 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ （ 橋

桁 ４ ７ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 桁 ４ ７ の Ｈ 型 鋼 ４ ９ の フ ラ ン ジ ５ ０ ） と 橋 台 ４ ６ の 設 置

箇 所 １ ４ （ 橋 台 ４ ６ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 や 橋 台 ４ ６ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ） と に

伝 わ っ た と き 、 又 は 、 相 対 変 位 に よ る 外 力 が 第 １ 抑 制 部 材 １ ５ や 第 ２ 抑 制 部 材 １ ６ を 設 置

し た ビ ル ５ ２ （ 主 構 造 物 １ １ ） の 設 置 箇 所 １ ３ （ ス ラ ブ ５ ４ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と 基

礎 ５ ３ （ 支 持 構 造 物 １ ２ ） の 設 置 箇 所 １ ４ （ 基 礎 ５ ３ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） と に 伝 わ っ

た と き に 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ と 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な く と も 一 方

が 損 傷 す る 前 、 又 は 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ と 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ と の う ち の 少 な
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く と も 一 方 が 損 傷 す る 前 に 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 第 １ 固 定 プ レ ー ト １ ７ と 可 変 ロ ッ ド １ ８ と

の 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑 性 変 形 し 、 橋 桁 ４ ７ の 設 置 箇 所 １ ３ や 橋 台 ４ ６ の 設 置 箇 所 １ ４ の 損

傷 を 防 止 さ れ 、 又 は 、 ビ ル ５ ２ の 設 置 箇 所 １ ３ や 基 礎 ５ ３ の 設 置 箇 所 １ ４ の 損 傷 が 防 止 さ

れ る か ら 、 橋 桁 ４ ７ や 橋 台 ４ ６ の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 又 は 、 基 礎 ５ ３ を 含 む ビ

ル ５ ２ の 使 用 が 制 限 さ れ る こ と は な く 、 橋 梁 ４ ７ （ 橋 桁 ４ ７ 及 び 橋 台 ４ ６ ） の 継 続 使 用 を

可 能 に し 、 又 は 、 ビ ル ５ ２ の 継 続 使 用 を 可 能 に し つ つ 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 接 続 部 分 ５ １ ）

が 塑 性 変 形 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 直 ち に 交 換 す る こ と で 橋 梁 ４ ５ に お け る 次

の 相 対 変 位 に 速 や か に 備 え る こ と が で き 、 又 は 、 可 変 ロ ッ ド １ ８ （ 接 続 部 分 ５ １ ） が 塑 性

変 形 し た 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置 １ ０ を 直 ち に 交 換 す る こ と で ビ ル ５ ２ に お け る 次 の 相 対

変 位 に 速 や か に 備 え る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ２ ９ 】

　 １ ０ 　 　 損 傷 制 御 型 変 位 抑 制 装 置

　 １ １ 　 　 主 構 造 物

　 １ ２ 　 　 支 持 構 造 物

　 １ ３ 　 　 設 置 箇 所

　 １ ４ 　 　 設 置 箇 所

　 １ ５ 　 　 第 １ 抑 制 部 材

　 １ ６ 　 　 第 ２ 抑 制 部 材

　 １ ７ 　 　 第 １ 固 定 プ レ ー ト

　 １ ８ 　 　 可 変 ロ ッ ド

　 １ ９ 　 　 ヘ ッ ド プ レ ー ト

　 ２ ０ 　 　 周 縁 部 （ 外 周 縁 部 ）

　 ２ １ 　 　 螺 着 孔

　 ２ ２ 　 　 固 定 ボ ル ト

　 ２ ３ 　 　 頂 部

　 ２ ４ 　 　 中 間 部

　 ２ ５ 　 　 底 部

　 ２ ６ 　 　 外 周 面

　 ２ ７ 　 　 第 ２ 固 定 プ レ ー ト

　 ２ ８ 　 　 フ ラ ン ジ

　 ２ ９ 　 　 ス ラ イ ド プ レ ー ト

　 ３ ０ 　 　 両 端 部

　 ３ １ 　 　 両 側 部

　 ３ ２ 　 　 挿 入 孔 又 は 螺 着 孔

　 ３ ３ 　 　 第 １ 中 央 開 口 （ 第 １ 開 口 ）

　 ３ ４ 　 　 両 内 端 面

　 ３ ５ 　 　 両 内 側 面

　 ３ ６ 　 　 上 面

　 ３ ７ 　 　 第 ２ 中 央 開 口 （ 第 ２ 開 口 ）

　 ３ ８ 　 　 両 外 端 面

　 ３ ９ 　 　 両 外 側 面

　 ４ ０ 　 　 上 面

　 ４ １ 　 　 下 面

　 ４ ２ 　 　 内 周 面

　 ４ ３ 　 　 ス ペ ー ス

　 ４ ４ 　 　 取 付 プ レ ー ト

　 ４ ５ 　 　 橋 梁

　 ４ ６ 　 　 橋 台 （ 支 持 構 造 物 ）

　 ４ ７ 　 　 橋 桁 （ 主 構 造 物 ）
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　 ４ ８ 　 　 ブ ラ ケ ッ ト

　 ４ ９ 　 　 Ｈ 型 鋼

　 ５ ０ 　 　 フ ラ ン ジ

　 ５ １ 　 　 接 続 部 分

　 ５ ２ 　 　 ビ ル （ 主 構 造 物 ）

　 ５ ３ 　 　 基 礎 （ 支 持 構 造 物 ）

　 ５ ４ 　 　 ス ラ ブ

　 ５ ５ 　 　 ゴ ム 支 承

　 ５ ６ 　 　 上 面

　 ５ ７ 　 　 下 面

　 ５ ８ 　 　 凹 部

　 Ｌ １ 　 　 離 間 寸 法

　 Ｌ ２ 　 　 離 間 寸 法 （ ス ペ ー ス の 径 方 向 の 寸 法 ）

　 Ｍ １ 　 　 長 さ 寸 法

　 Ｍ ２ 　 　 長 さ 寸 法

　 Ｍ ３ 　 　 長 さ 寸 法

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】



(35) JP  6918060  B2  2021.8.11

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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